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はじめに－令和 4 年度の事業活動の要点－ 

 

令和 4 年度におきましては、引き続き長期化するコロナ禍の影響から孤立・孤独が顕在

化し、生活困窮に陥りやすい状況が依然として続きました。また、令和 4 年 2 月に始まっ

たロシアによるウクライナ侵攻も相まって世界的なインフレが加速し、食料品をはじめと

する物価高やエネルギーの価格上昇による人々の生活に与える影響は大きいものがありま

した。更に、3 年に及ぶ「新しい生活様式」の変化は、少子化に拍車をかけました。 

顕在化する孤独・孤立の課題については、内閣府の調査においてもコロナ禍による孤独

感を感じた方の割合は大きくひきこもり状態の方は全国で約 146 万人、小中学生の不登校

は約 24 万人（令和 3 年度）と増加傾向となりました。 

こうした中、社協では「第 5 次地域福祉活動計画（ところ WITH プラン）及び「第 4 次

発展・強化計画」に基づき、組織の強化を図ると共に地域福祉の推進並びに持続可能な組

織運営の方針の検討を進め、「支援を必要とする方を誰一人取り残さない」ことを目標に市

民の皆様並びに関係機関の協力を得て、各種事業を実施しました。 

主な取り組みとしては、ひきこもり状態の方やご家族の方を対象に「一般社団法人ひき

こもり UX 会議」の協力のもと開催した講演会、「りーち！」を拠点に家族交流会、フリー

スペースとしての活動を実施し支援を継続しました。また、コロナ禍の影響による困窮世

帯や生きづらさを抱える方に対しては、「コミュニティソーシャルワーカー（CSW）※1 と

「福祉の相談窓口」が連携して「個別支援」をはじめ、「生活福祉資金等の特例貸付」や「フ

ードパントリー※2 事業」を展開する中で、自立に向けた相談支援等を行いました。 

また、施設運営については、社協が市から受諾している指定管理施設「所沢市立かしの

木学園（児童発達支援事業）」の指定管理業務が令和 4 年度から更新となり、医療的ケア児

の支援を一層強化すべく職員体制等を整備しました。なお、経営面では、社協が受諾する

4 施設ともに安定した運営を維持することができました。 

一方、地域での様々な活動は感染防止対策を行いつつ、日常を取り戻そうとする試みが

なされ、本会においても延期・中止していた所沢市民フェスティバル福祉コーナー等の行

事を安全に配慮しつつ再開し、地域福祉の推進に向けての一躍を担うことができました。 

次に令和 4 年度の事業運営についてですが、介護保険事業は慢性的な人手不足から苦戦

を強いられましたが、退職者の関係から人件費の減少や事業費の支出を抑える等の経営努

力を行い、本業の経営成績を表すサービス活動増減差額は前期に比べて改善しました。ま

た、自主財源の確保として新たに取得した「国際協力機構債券」は、その利息収入を権利

擁護等（成年後見・あんしんサポート）の事業への活用につなげました。 

令和 4 年度は、以上のことを踏まえ変化する社会情勢に対応するために、次に掲げる 5

点の取り組みを重点的に実施しました。 

 

 

 

 

 

※1 コミュニティソーシャルワーカー（CSW）…個別の支援を行いながら、ニーズの共通性に着

目し、地域の生活課題解決に向け、住民と協働して新しい仕組みづくりに取り組む専門職。 

※2 フードパントリー…生活困窮者やひとり親家庭など、何らかの理由で十分な食事を取ることが

できない状況の人々に食品を無料で提供する支援活動 



3 

 

令和 4 年度の重点的な取り組み 

 

 

1 子育て応援フードパントリー事業の実施 

   食料品や物資の提供を通して、新型コロナウイルス感染症の影響等により生活に困

窮する子育て世帯等（児童扶養手当支給者対象・事前申し込み）に対する支援 

 

 

2 成年後見の推進 

所沢市により設置される中核機関としての推進に向けて所沢市と連携しながら、成

年後見制度等についての啓発・相談支援体制の拡充及び関係機関とのネットワーク構

築を実施 

 

 

3 ひきこもり関連事業 
  これまでの実績を活かし、就労準備支援事業及びアウトリーチ自立相談支援機能強

化事業を CSW・行政・関係機関等と連携し、ひきこもりの方等への支援の充実と体制

整備を強化 

 

 

4 緊急小口資金等の特例貸付の継続 
   新型コロナウイルス感染症による休業や失業等で一時的、継続的に収入減少した世

帯に対し、特例貸付を継続 

（令和 4 年 9 月 30 日終了／令和 5 年 1 月～償還事務開始） 

 

 

5 福祉情報の発信と活用 
   様々なツールを活用し、多様な世代や関係機関・団体等にわかりやすく情報を提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4 

 

Ⅰ 法人運営 

■主な財源：会費、寄付金、市補助金、自主財源、共同募金配分金、収益事業収入 
 

1．法人運営事業  

【決算額：     ※】 

地域福祉の推進にあたり、安定した法人経営の強化を図るとともに、提供する福祉サー

ビスの向上や事業運営の透明性の確保に努め、人材確保と育成、そして財源確保について

検討を進めました。 

（1） 役員・評議員等による会議（企画総務課） 

【事業区分】 

 自主事業  補助事業  受託事業 ☐ その他 

 会議名 内 容 

① 評議員会  【第 1 回】  

・日時：令和 4 年 6 月 15 日（水）13 時 30 分～ 

・内容：1 令和 3 年度事業報告及び決算 

    2 監査報告 

    3 役員（理事）の選任 

【第 2 回】 

・日時：令和 4 年 8 月 16 日（火）13 時 30 分～ 

・内容：1 補正予算（第 1 号）  

【第 3 回】 

・日時：令和 4 年 11 月 15 日（火）13 時 30 分～ 

・内容：1 補正予算（第 2 号） 

    2 監査報告 

・協議：1 USB メモリによる資料配布について 

【第 4 回】 

・日時：令和 5 年 2 月 9 日（木）13 時 30 分～ 

・内容：1 補正予算（第 3 号） 

・協議：1 資料のデジタル化について 

【第 5 回】 

・日時：令和 5 年 3 月 20 日（月）13 時 30 分～ 

・内容：1 補正予算（第 4 号） 

    2 令和 5 年度事業計画及び予算 

 

※複数の拠点区分を財源に実施している事業については決算額の記載はありません。 
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② 理事会 【第 1 回】 

・日時：令和 4 年 5 月 24 日（火）13 時 30 分～ 

・内容：1 令和 3 年度事業報告及び決算 

    2 監査報告 

    3 役員（理事）の選任候補者 

    4 評議員候補者の推薦 

    5 第 1 回評議員選任・解任委員会の開催 

    6 第 1 回評議員会の開催 

【第 2 回】 

・日時：令和 4 年 8 月 4 日（木）13 時 30 分～ 

・内容：1 補正予算（第 1 号） 

    2 非常勤等職員就業規則の改正 

    3 育児休業、介護休業に関する規則の改正 

    4 かしの木学園運営規程等の改正 

    5 第 2 回評議員会の開催 

【第 3 回】 

・日時：令和 4 年 11 月 1 日（火）13 時 30 分～ 

・内容：1 補正予算（第 2 号） 

    2 指定訪問介護事業等運営規程の改正 

    3 評議員候補者の推薦 

    4 第 2 回評議員選任・解任委員会の開催 

    5 第 3 回評議員会の開催 

    6 監査報告 

・協議：1 居宅介護支援事業の事業評価について 

    2 USB メモリによる資料配布について 

【第 4 回】 

・日時：令和 5 年 1 月 24 日（火）13 時 30 分～ 

・内容：1 補正予算（第 3 号） 

    2 ストレスチェック制度実施規程の改正 

    3 評議員候補者の推薦 

    4 第 3 回評議員選任・解任委員会の開催 

    5 第 4 回評議員会の開催 

・協議：1 資料のデジタル化について 

【第 5 回】 

・日時：令和 5 年 3 月 7 日（火）13 時 30 分～ 

・内容：1 補正予算（第 4 号） 

    2 令和 5 年度事業計画及び予算 

    3 こあふる運営規程・プロペラ運営規程の改正 

    4 役員等賠償責任保険契約の締結 

    5 第 5 回評議員会の開催 
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③ 監事会 【第 1 回】 

・日時：令和 4 年 5 月 10 日（火）13 時 30 分～ 

・内容：1 令和 3 年度業務監査（経営状況） 

2 令和 3 年度財務監査（決算関係） 

【第 2 回】 

・日時：令和 4 年 10 月 14 日（金）9 時 30 分～ 

・内容：1 令和 4 年度上半期業務監査（経営状況） 

2 令和 4 年度上半期財務監査（決算関係） 

④ 施設監査 

 

【第 1 回】 

・日時：令和 4 年 12 月 1 日（木）9 時 30 分～ 

・対象：1 所沢市立こあふる 

    2 ファミリーサポートセンター・居宅介護支援 

事業所 

・内容： 現金、固定資産、設備、ヒヤリハット等の確認 

⑤ 評議員選任・解任委員会 【第 1 回】 

・日時：令和 4 年 6 月 2 日（木）10 時～ 

・内容：評議員 3 名の選任 

【第 2 回】 

・日時：令和 4 年 11 月 8 日（火）9 時 30 分～ 

・内容：評議員 1 名の選任 

【第 3 回】 

・日時：令和 5 年 1 月 31 日（火）10 時～ 

・内容：評議員 4 名の選任 

⑥ 福祉サービスの適正運営に

関する第三者委員への報告 

・3 名の第三者委員を委嘱 

・任期：令和 4 年 4 月 1 日～令和 6 年 3 月 31 日 

・報告：0 件 

（2） 事務局内部による会議（企画総務課） 

【事業区分】 

 自主事業  補助事業 ☐ 受託事業 ☐ その他 

 会議名 内 容 

① 管理職会議 ・事業運営に関する協議・情報共有 

 4 月～3 月毎月第 2 火曜日 12 回開催 

② 調整会議 ・事業等に関しての協議 

 4 月～2 月毎月第 4 火曜日 11 回開催 

③ 現場担当者会議 ・発展・強化計画に関する進捗確認及び重点事項に関す

る協議 

5 月～3 月毎月第 2 月曜日 11 回開催 

（地域住民の理解を広げるための情報発信のあり方に

ついて等） 
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④ 研修担当者会議 ・人材育成基本方針に基づく人材育成に関する協議、情

報共有 

5 月～3 月毎月第 2 金曜日 11 回開催 

（研修実施状況の把握及び研修履歴簿の検討等） 

⑤ 衛生委員会 ・職員の健康増進に関する協議 

・年 2 回開催 

・内容：令和 3 年度報告、令和 4 年度取り組み、 

令和 5 年度取り組み、ストレスチェック 

⑥ 医療的ケア検討委員会 

 

【検討委員会】 

【第 1 回】令和 4 年 12 月 13 日（火） 

【第 2 回】令和 5 年 3 月 14 日（火） 

・内容：医療的ケア実施要領の変更、医療的ケアの継続

申請及び新規申請の協議 

【査察】 

【第 1 回】令和 4 年 9 月 14 日（水） 

【第 2 回】令和 5 年 2 月 16 日（木） 

・委員によるこあふる及びプロペラの医療的ケアの実施

状況を査察 

⑦ 経営会議 ・各事業の評価、分析（年 4 回） 

【第 1 回】令和 4 年 6 月 24 日（金） 

【第 2 回】令和 4 年 6 月 28 日（火） 

【第 3 回】令和 4 年 9 月 27 日（火） 

【第 4 回】令和 4 年 12 月 27 日（火） 

【協議した事業】 

 居宅介護支援事業、基金管理、斎場売店事業、 

 BCP、こども支援事業、自動販売機収入事業、 

 コミュニティソーシャルワーカーの取り組み 

⑧ 部門間連携会議 ・内部連携及びアセスメント力の強化に関する協議  

5 月～3 月毎月第 4 月曜日（11 回開催） 

⑨ 3 課連携会議 ・不定期開催 

・内容：安否確認訓練に関する協議等 

⑩ 虐待等防止委員会 ・虐待の防止に関する協議（年 2 回） 

【第 1 回】令和 4 年 9 月 13 日（火） 

【第 2 回】令和 5 年 2 月 14 日（火） 

・内容：虐待防止に関する方針策定について 

    令和 5 年度計画、ヒヤリハット等の検証 

・身体拘束適正化委員会を併せて開催（年 2 回） 

 虐待防止委員会と同日開催 

・内容：ヒヤリハット等の検証 
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⑪ 働き方改革 

プロジェクトチーム 

・働き方改革に関する整備事項を協議（年 3 回） 

【第 1 回】令和 4 年 8 月 23 日（火） 

【第 2 回】令和 4 年 10 月 25 日（火） 

【第 3 回】令和 5 年 1 月（書面会議） 

・内容：整備事項の共有、働きやすい・働きがいのある 

職場づくりについて 

（3） 各種法令に基づく諸規程の整備（企画総務課） 

【事業区分】 

 自主事業  補助事業 ☐ 受託事業 ☐ その他 

 項 目 内 容 

① 顧問弁護士による法律相談 ・各種法令及び諸規程等に関して随時相談 

② 顧問社会保険労務士に 

よる人事・労務管理相談 

・各種法令の改正に伴う対応についての相談 

【主な相談内容】 

 社会保険定期用拡大、改正育児、介護休業法 

③ 就業規則関連 ・働き方改革関連法、社会保険適用拡大、育児、介護休

業法改正の対応 

④ その他 ・関係法令の改正に応じ、規程・規則の整備を実施 
 

（4） 社会福祉法人会計基準による適正な会計処理の実施（企画総務課） 

【事業区分】 

 自主事業 ☐ 補助事業 ☐ 受託事業 ☐ その他 
 

 項 目 内 容 

① 顧問会計士による定期的

な会計指導 

・適正な会計処理及び課税区分を確認（年 4 回） 

【第 1 回】令和 4 年 4 月 28 日（木） 

【第 2 回】令和 4 年 8 月 18 日（木） 

【第 3 回】令和 4 年 10 月 7 日（金） 

【第 4 回】令和 5 年 2 月 8 日（水） 

② 会計に関する相談 ・必要に応じて相談を行い、適正な処理を随時実施 
 

（5） 個人情報の保護・個人情報の活用（全所属） 

【事業区分】 

 自主事業 ☐ 補助事業 ☐ 受託事業 ☐ その他 

 項 目 目的及び内容 

① 個人情報の徹底した管理 ・各種法令及び本会規程に基づき、適正な管理を徹底 

 金庫及び施錠可能なキャビネットにて管理 

② 職員研修の実施 ・外部研修の活用 
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（6） 第 4 次発展・強化計画の進行管理（企画総務課） 

【事業区分】 

 自主事業 ☐ 補助事業 ☐ 受託事業 ☐ その他 

 重点項目 結 果 

① 部門間連携の強化 ・部門間連携会議の継続開催 

② 連携協働を促進するため

の情報発信力の強化 

・調整会議、現場担当者会議等で協議 

・広報推進の協議 

・所沢市広報課職員と広報についての情報交換を実施 

・広報の方針（求められる職員像）を作成 

③ 研修体系の見直し ・令和 3 年度改定の研修体系の検証 

④ 新任職員育成の仕組みづくり ・調整会議、研修担当者での協議 

⑤ 事業評価の実施 ・経営会議の開催 

⑥ BCP（事業継続計画） 

の策定 

・BCP（事業継続計画）を 8 月に策定 

・安否確認訓練の実施 

⑦ 多様な働き方のできる 

職場の整備 

・働き方プロジェクトチームを立ち上げ、年 3 回開催 

⑧ 職場環境の改善 ・ワークライフバランスがとれるようノー残業デーの実

施、業務効率化に関する検討 

 

（7） 福祉人材育成の実施（企画総務課） 

【事業区分】 

 自主事業 ☐ 補助事業 ☐ 受託事業 ☐ その他 

 重点に実施するポイント 結 果 

① 職員研修の実施 【キャリアデザイン研修（メンター研修）】4年 

・日時：令和4年7月4日（月） 

・内容：新任職員育成のためのスキルの習得 

【アセスメント研修】 

・日時：令和 5 年 1 月 17 日（火）・3 月 8 日（水） 

・内容：相談支援の流れ、ポイント・ニーズ整理等 

【ハラスメント研修】 

・日時：令和 5 年 1 月 31 日（火） 

・内容：職場におけるハラスメントについて 

【職業倫理研修】 

・日時：令和 5 年 2 月 6 日（月） 

・内容：福祉職としての職業倫理 

② 研修の履歴管理と受講結

果の共有 

・研修履歴の一括管理 

・本会の使用するグループウェア（デスクネッツ）を活

用した情報共有の強化 

③ 福祉人材スキルアップ研

修の実施 

・所沢市全体の福祉サービスの向上を図ることを目的に

開催（全 3 回） 
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【テーマ】 

・コーチング研修（受講：16 名） 

・接遇研修（受講：13 名） 

・メンタルヘルス研修（受講：13 名） 

④ 福祉人材の確保・定着 ・特定処遇改善加算及び処遇改善加算の活用 

・キャリア支援 

（8） 法人情報の発信（全所属） 

【事業区分】 

 自主事業 ☐ 補助事業 ☐ 受託事業 ☐ その他 

 項 目 内 容 

① 社協だより「ちゃお！」の

発行 

・全戸配布 1 回及び行政回覧 3 回（年 4 回） 

・102 号（令和 4 年 4 月発行） 

・103 号（令和 4 年 7 月発行） 

・104 号（令和 4 年 10 月発行） 

・105 号（令和 5 年 1 月発行） 

② 事業のしおりの発行 ・本会の実施する事業を紹介 

 令和 4 年度版 4 月発行、6 月に更新 

③ ホームページによる情報

発信 

・定期的に更新し、情報発信の実施 

【主な更新】 

・各事業紹介 

・広報紙、リーフレット等 

・寄付報告 

・社協トピックス、CSW の取組 

・車いすちょい借りステーション 
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（9） 社協会員の拡充（企画総務課・地域福祉推進課） 

【事業区分】 

 自主事業 ☐ 補助事業 ☐ 受託事業 ☐ その他 

 会費種別 内 容 

① 住民会員 各自治会・町内会加入の世帯等 
1 世帯 1 口 200 円 

【地区別実績】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 福祉会員 市内で福祉活動を行う個人・団体・法人・事業所 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 賛助会員 本会に賛同する個人・団体・法人・事業所 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

地区 令和 4 年度 令和 3 年度 令和 2 年度 平成 30 年度 地区 令和 2 年度 令和元年度 

松井地区 1,267,796 円 1,378,237 円 1,398,815 円 1,402,338 円 ○○地区 円 円 

富岡地区 769,200 円 811,300 円 838,400 円 890,100 円 ○○地区 円 円 

小手指地区 1,068,691 円 1,058,694 円 1,130,923 円 1,137,637 円 ○○地区 円 円 

山口地区 691,223 円 745,990 円 855,162 円 1,063,880 円    

吾妻地区 1,027,342 円 779,574 円 877,741 円 1,140,792 円    

柳瀬地区 535,971 円 499,824 円 496,128 円 502,339 円    

三ヶ島地区 1,785,200 円 1,758,300 円 1,743,150 円 1,751,550 円    

新所沢地区 542,442 円 552,350 円 500,678 円 587,161 円    

新所沢東地区 729,000 円 698,034 円 692,621 円 731,178 円    

所沢地区 803,054 円 917,269 円 896,314 円 903,400 円    

並木地区 421,481 円 471,411 円 491,796 円 333,583 円    

その他 8,253 円 7,620 円 2,000 円 0 円    

合 計 9,649,653 円 9,678,603 円 9,923,728 円     

 

 

 

 

区分 令和 4 年度 令和 3 年度 

個人（1 口 500 円） 22,500 円 23,500 円 

団体（1口1,000円） 180,000 円 137,000 円 

法人（1口2,000円） 23,000 円 4,000 円 

合 計 225,500 円 164,500 円 

 

区分 令和 4 年度 令和 3 年度 

個人（1口1,000円） 647,000 円 619,000 円 

団体（1口2,000円） 17,000 円 36,000 円 

法人（1口5,000円） 39,000 円 42,000 円 

合 計 703,000 円 697,000 円 
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④ 特別賛助会員 本会に賛同する個人・団体・法人・事業所 
 
 
 
 
 

 
 

 

（10） 寄付受入れの推進及び運用（企画総務課） 

【事業区分】 

 自主事業 ☐ 補助事業 ☐ 受託事業 ☐ その他 

 事業名 内 容 

① 一般寄付の受入れ 【実績】 

 

 

 

② 所沢市愛の福祉基金 

寄付の受入れ 

【実績】 

 

 

 

 

③ 所沢市こども未来基金

寄付の受入れ 

【実績】 

 

 

 

 

④ 遺贈に関する調査等 ・市内の銀行へ遺贈受け入れに関するチラシを配布 

・弁護士、行政書士へ遺贈に関する相談についての情報収集 

・1 件受入対応中 

⑤ 広報の強化 ・本会ホームページや広報誌を使用し活用先や税制控除に

関する情報の発信 

⑥ 寄付者向け報告会の開催 ・新型コロナウイルス感染症の影響に伴い、開催を中止と

し、代替でホームページに活用実績報告を掲載 

⑦ 債券の取得 ・運用計画に基づき、債券を取得 

・債券名：第 67 回国際協力機構債券 

 年限：20 年 

 金額：1 億円 

 利率：0.91％（利息 年 91 万円） 

 
令和 4 年度 令和 3 年度 

件数 33 件 35 件 

金額 551,013 円 649,094 円 

 

  
令和 4 年度 令和 3 年度 

件数 38 件 41 件 

金額 2,857,554 円 2,347,519 円 

 

 
令和 4 年度 令和 3 年度 

件数 91 件 83 件 

金額 5,512,287 円 2,543,795 円 

 

区分 令和 4 年度 令和 3 年度 

個人（1 口 10,000 円） 160,000 円 130,000 円 

団体（1 口 10,000 円） 20,000 円 20,000 円 

法人（1 口 10,000 円） 450,000 円 70,000 円 

合 計 630,000 円 220,000 円 
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（11） 社会福祉士・介護福祉士養成課程等の学生の実習の受入れ（企画総務課） 

【事業区分】 

 自主事業 ☐ 補助事業 ☐ 受託事業 ☐ その他 

 項 目 内 容 

① 実習生の受入れ ・社会福祉士相談援助実習 9 名受入れ 

・インターン 2 名受入れ 

② 実習指導者の養成 ・実習指導者の研修受講 

 7 月に 1 名受講 

（12） 後援名義の使用許可（企画総務課） 

【事業区分】 

 自主事業 ☐ 補助事業 ☐ 受託事業 ☐ その他 

 項 目 内 容 

① 後援名義事務 ・使用許可 26 件（4 月～3 月） 

（13） 災害時の対応に向けた所沢社協の事業継続計画（BCP）の整備等（企画総務課） 

【事業区分】 

 自主事業 ☐ 補助事業 ☐ 受託事業 ☐ その他 

 項 目 内 容 

① 計画策定 ・管理職会議、現場担当者会議が中心となり素案を作成

し、8 月に策定 

② 計画に基づく取り組み 

課題抽出・更新 

【安否確認訓練】 

・日時：令和 5 年 2 月 21 日（火） 

・内容：Google フォームを活用した安否確認と参集可能 

職員の把握 

【課題】 

・全職員を対象としたメール受信確認の必要性及び連絡

体制の整備 

（14） 出前講座（福祉の事を学びま専科）の開催（全所属） 

【事業区分】 

 自主事業 ☐ 補助事業 ☐ 受託事業 ☐ その他 

 項 目 内 容 

① 職員の派遣 ・担当職員を講師派遣し、市民のふくし学習の場を支援 

・実施講座：23 件 

② メニューの見直し ・令和 4 年 8 月に、講座メニューを改訂 
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（15） 社会貢献プロジェクトの実施（企画総務課） 

【事業区分】 

 自主事業 ☐ 補助事業 ☐ 受託事業 ☐ その他 

 項 目 内 容 

① ところざわまつりへの参加 

・事業見直しに伴い、参加見合わせ 

② 所沢市民フェスティバル

への参加 

③ 所沢市健康まつりへの参加 

④ サンタを探せ！への参加 

（16） 所沢市こどもと福祉の未来館関連事業への参画（企画総務課） 

【事業区分】 

☐ 自主事業 ☐ 補助事業 ☐ 受託事業  その他 

 項 目 内 容 

① 未来館まつりへの参加 ・日時：令和 4 年 11 月 5 日（土）13 時～16 時 

・内容：災害ボランティアセンターに関する展示 

② 防災訓練への参加 【全体訓練】 

・日時：令和 4 年 10 月 6 日（木）9 時 30 分～10 時 30 分 

・内容：通報、初期消火、安全防護、応急救護 

【担当別訓練】 

・日時：令和 4 年 11 月 28 日（月） 

・内容：各担当に分かれ、機材等の操作方法を確認 

（17） その他（企画総務課） 

【事業区分】 

☐ 自主事業 ☐ 補助事業 ☐ 受託事業  その他 

 項 目 内 容 

① 所沢市立プロペラの施設利

用地位確認等請求事件（民

事訴訟）対応 

【証人尋問】 

・日時：令和 4 年 9 月 15 日（木）13 時 30 分 

・会場：さいたま地方裁判所 

【判決】 

・日時：令和 5 年 2 月 9 日（木）13 時 30 分 

・会場：さいたま地方裁判所 

・内容：原告側の請求をいずれも棄却 
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Ⅱ 地域福祉活動推進 

■主な財源：会費、市補助金、共同募金配分金、愛の福祉基金運用益、こども未来基金、自主財源 

 

1．地域福祉活動推進事業  

【決算額：     ※】 

「第 5 次地域福祉活動計画（ところ WITH プラン）」の推進期間 6 か年の 2 年目となり、

重点項目を中心に進捗の評価をしました。所沢市地域福祉センターをはじめとした関係機

関との連携の強化を図り、『第 3 次所沢市地域福祉計画』の推進と共に地域共生社会の実現

に向けた支え合いの地域づくりを推進しました。 

（1） 地域福祉活動計画の進行管理（地域福祉推進課） 

【事業区分】 

 自主事業 ☐ 補助事業 ☐ 受託事業 ☐ その他 

 会議名 内 容 

① 地域福祉活動推進会議 ・第 5 次地域福祉活動計画の進行状況の評価（年 4 回） 

「地域活動における新しい担い手づくり」 

「活動継続に向けた担い手・団体支援について」 

「社会的孤立を防ぐために住民たちは何ができるか」 

「地域福祉活動推進会議の経緯と令和 4 年度の総括につ

いて」 

② 作業部会 ・第 5 次地域福祉活動計画評価作業、推進会議議題検討

等の実施（年 6 回） 

（2） コミュニティソーシャルワーカー（CSW）による取り組み（地域福祉推進課） 

【事業区分】 

 自主事業  補助事業 ☐ 受託事業 ☐ その他 

 項 目 内 容 

① CSW の配置 ・市内 11 地区に地区担当を 10 名配置 

・人件費決算額 44,512 千円 

② 個別支援 ・社会的に孤立している人、制度の狭間で支援を受けら

れない人、複合的な生活課題を抱える世帯へアウトリ

ーチによる相談支援 

・困窮世帯へのフードパントリー開催（年 3 回 107 世帯

に食品等を提供） 

 

 

 

 

 ※複数の拠点区分を財源に実施している事業については決算額の記載はありません。 
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③ 

 

地域支援 ・アウトリーチによる地域課題の把握 

・個別の支援や地域課題を通じた社会資源の開発 

・地域で開催される会議体、地域行事への参加・協力 

・各地区地域づくり協議会、地域ケア会議への参加 

・出張相談会の実施 

・地域活動への支援及び連携 

・ふくし学習への協力 

・生活支援コーディネーター等、関係機関との連携 

④ 地域アセスメントに基づく各地区の取り組み 

地区名 内  容 

【所沢地区】 

 

1 相談の場や見守りや支え合いの仕組みづくりの検討 

  「とこ地区まちかど保健室」の継続開催（全 6 回） 

2 情報発信の充実 

  地域住民、高齢者施設と連携した、ふくし掲示板による発信 

3 地域団体、関係機関や団体等との連携強化 

   民生委員への CSW 出前講座（全 2 回） 

地域づくり協議会（広報委員・見える化シート・防犯連携） 

会議出席（全 15 回） 

【松井地区】 

 

1 身近な場所での相談会の開催 

地区社協と連携して、地域住民、民生委員と、生活課題の相談

会を実施（全 11 回） 

2 様々な形態による身近な場所での集いの場づくり 

  サロン活動を実施している 8 団体の交流会を年 1 回実施 

まついフードパントリーの立ち上げ 1 団体の支援（毎月第 4 土

曜日）を行い、継続（毎月第 2 土曜日、第 4 火曜日）して支援 

3 身近な地域におけるふくし学習の場の提供 

  聴覚障がいの方の生活をテーマに福祉体験講習会を企画 

（8 月：新型コロナウイルス感染症の影響により中止） 
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 【柳瀬地区】 

 

1 こどもの居場所での支援 

こども食堂（毎月第 1・第 3 土曜日）、フードパントリー（毎月

第 3・第 4 土曜日、月 1 回友引日）、地域イベント（芋ほり、夏

祭り、落ち葉掃き）学習支援（毎月第 1・第 3 土曜日） 

2 高齢者のデジタルディバイド解消支援 

立上げ・運営支援（地域団体、地域福祉サポーター、若年世代、

民間企業との連携）スマホ教室（毎月第 3 土曜日）・スマホサ

ポーター養成講座実施（全 2 回） 

3 気軽に相談できる場の推進 

柳瀬まちづくり協議会福祉部会主催なんでも相談会の継続（毎

月第 2 火曜日） 

【富岡地区】 1 見守りの体制づくりと困りごとの解決に向けた仕組みづくり 

富岡福祉プロジェクトにて見守りの視点の説明や見守り体験

会を実施（令和 4 年 5 月 28 日） 

2 相談会の充実 

まちづくりセンター便りやポスター掲示することで広く周知

し、富岡なんでも相談会を継続（毎月第 1・3 木曜日） 

【新所沢地区】 1 ちょっとした困りごとに対応できる活動の立ち上げ 

地域のちょっとした困りごとを助け合う活動の立ち上げ支援 

しんとこ福連の会議に出席（毎月第 1 月曜日） 

2 支え合いの仕組みづくりの「担い手」の発掘・育成（全 6 回） 

「しんとこ助け合いの会」の定例会等に参加し、担い手の支援 

3 高齢者の生きがいの場とこどもの居場所の推進 

  こどもの居場所「しんとこスクエア」の立ち上げ支援（全 3 回） 

 【新所沢東地区】 1 こどもの居場所づくり 

  「みかた（フードパントリー）」の周知、活動サポート、ボラン

ティア・参加者との関係性づくり等（全 16 回） 

2 誰でも集える居場所づくりの取り組み 

松葉町の拠点（ぴーす）にて、「CSW の日」を開催し、地域住

民が集える居場所づくり 

（11 月まで毎週火曜日、以降は第 2・4 火曜日 全 30 回） 

3 地域団体や関係機関等との連携強化 

  地区内の様々な会議に参加し、関係者との関係づくり 

4 「車いすちょい借りステーション」の増設 

  関係機関や団体への協力依頼 (新所沢東まちづくりセンター設置) 
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 【三ケ島地区】 1 新体制の地域福祉部会として新しい取り組みの実施 

  生活支援ボランティア団体からの実践報告、成年後見制度の出

前講座を開催（年 3 回） 

2 悩みごとや困りごとを地域で共有できる場づくり 

  次年度に向けてニーズの把握や拠点について検討 

3 地域福祉サポーターの活動の充実 

  フードパントリー事業のサポート等、活動の場の拡充（全 12 回） 

【小手指地区】 1 他職種や地域住民との連携を通じた個別支援 

CSW 事例検討会や関係機関とのカンファレンスを実施 

2 世代を越えた見守り・支え合いのまちづくり 

小手指まちづくり協議会・地域福祉部会との共催で、見守りの

視点に関する講話と声掛け訓練を実施 

日時：令和 5 年 2 月 4 日(土)14 時～16 時 

場所：小手指まちづくりセンター 

3 こどもの居場所の運営支援 

フードパントリー(毎月第 3 木曜日開催)、学習支援(毎週木曜日 

開催)等の団体に必要な情報提供 

【山口地区】 1 交流の場づくり（椿峰みんなのお庭） 

  「みんなのお庭」に限らず交流の場づくりに対して、住民同士

のマッチングや情報提供等の支援 

CSW が常駐するさわやか談話室を交流の場とし、毎月第 2・第

4 火曜日に開催。（全 23 回） 

2 子育て世代が安心して暮らせるまちづくり 

  フードパントリー（毎月第 4 木曜日）や子育て世代が参加でき

る場にて、相談支援を実施 

子育てネットワーク会議（全 6 回）にて子育て世代にとって住 

みやすい地域づくりを検討し、やまぐち子育てマップの推進 

３ 情報通信技術を活用したつながりづくり 

  情報通信技術を活用し、活動者への情報提供を実施（全 12 回） 
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 【吾妻地区】 1 子育て支援を通じた多世代交流の場づくり 

  地区内でのフードパントリー立上げ支援を実施（11 月より「と

こパンあずま」が発足）全 5 回 

2 地域福祉活動の担い手の発掘・育成 

  教員 OB や教員を目指す大学生を発掘し、地域の社会福祉法人

と連携し、個別対応型の学習支援を実施 

3 地域住民の力を活かしたふくし学習の取り組み 

  地区内の小中学校にて実施（計 480 名） 

【並木地区】 1 並木 8 丁目での住民懇談会の開催 

並木地区まちづくり協議会見える化シート作業部会にオブ 

ザーバーとして参加（全 7 回） 

並木 8 丁目に限らず並木地区の現状把握・課題を抽出 

2 こども食堂・多世代型食堂の立ち上げ・運営支援  

  フードパントリー団体への食品提供・運搬・利用世帯からの個

別相談対応（毎月第 2・第 4 木曜日）及び助成金申請等を支援

（所沢社協・埼玉県社協事業） 

3 見守り活動の検討 

  並木地区まちづり協議会見える化シート部会の福祉グループ 

の話し合いで意見交換を実施（全 3 回）し、具体的な取り組み 

は次年度検討 

4 CSW の周知 

並木地区にある居場所・高校や市民大学など CSW について説

明・周知を実施（全 9 回） 

 項 目 内 容 

⑤ 所沢市自治連合会との 

懇談 

地域づくりを推進する組織として、その中核を担う所沢

市自治連合会と本会の連携を強化し、地域課題の共有及

び解決に向けた懇談会を開催（年 1 回） 

・日時：令和 5 年 3 月 3 日（金） 

・会場：所沢市こどもと福祉の未来館 3 階多目的室 3・4 号 

・テーマ：自治会における地域のつながりづくりの構築 

について 

・内容：自治会・町内会からの実践報告・グループワーク 

⑥ 事例検討の実施 ・関係機関（多職種）が関わる事例の検討 

・外部講師による実践指導（月 1 回） 
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⑦ コミュニティソーシャル

ワーク・ラボの開催 

CSW の実践報告を関係団体、機関を交え情報共有及び 

意見交換する機会として開催（年 1 回） 

・日時：令和 4 年 11 月 10 日（木） 

・会場：所沢市民文化センターミューズ展示室 

・内容：令和 3 年度の CSW 活動報告、事例発表等 

・参加者：60 名 

⑧ CSW 活動報告の作成・発行 ・CSW の相談・活動記録を見える化した報告書を作成し、

市民・関係機関等へ配布 

⑨ 調査・研究 ・コミュニティーソーシャルワーカーの取組み視察 

①豊島区及び豊島区民社会福祉協議会（東京都） 

日時：令和 5 年 3 月 1 日（水） 

②豊中市社会福祉協議会（大阪府） 

日時：令和 5 年 3 月 14 日（火） 

③高槻市社会福祉協議会（大阪府） 

日時：令和 5 年 3 月 14 日（火） 

 

（3） 地域福祉サポーター養成講座・活動支援（地域福祉推進課） 

【決算額：395 千円】 

【事業区分】 

 自主事業 ☐ 補助事業 ☐ 受託事業 ☐ その他 

 項 目 内 容 

① 地域福祉サポーター養成

講座 

（フォローアップ講座） 

【フォローアップ講座】 

・日程：令和 4 年 6 月 26 日（日） 

・内容：講義「地域共生社会の実現と包括的支援体制」 

グループワーク 

・参加者：24 名参加（第 1 期～第 5 期対象） 

【地域福祉サポーター養成講座】 

・日程：令和 4 年 12 月 10 日（土）、11 日（日） 

・内容：（1）社会福祉協議会とは 

（2）「地域福地サポーター役割・実践・活動に 

ついて」 

（3）「DET 研修」 

（4）地域福祉サポーターの役割を考える 

・参加者：12 名 

② 地域福祉サポーターの活

動支援 

・サポーター主体の活動への連携、支援 

・連絡会（月 1 回）、勉強会（年 5 回） 

・本会主催のフードパントリーへの協力・参加 
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（4） こども支援事業（地域福祉推進課） 

【事業区分】 

 自主事業 ☐ 補助事業 ☐ 受託事業 ☐ その他 

 項 目 内 容 

① こどもの居場所づくり 

への支援 

・市内でこども食堂や学習支援等を行う団体やグループ

に対し、立ち上げ資金や運営資金の一部を助成し、住

民による“こどもの居場所づくり”の取り組みを支援 

 （9 団体、462,000 円助成） 

・こどもの居場所づくり情報交換会 

 日時：令和 5 年 2 月 7 日（火） 

 参加者：28 団体、41 名 

② 

 

こども食堂等への支援 

（笑顔でごはんフードパントリー・ 

子育て応援フードパントリー事業） 

 

・地域のボランティアや関係機関と連携し、こども食堂

等を通じて 10 団体に食料品を届け、必要な支援を実

施 

・コロナ禍や物価高によるニーズ把握のため、各地区

CSW による聞き取りを事業対象団体に対し実施 

・令和 5 年度事業説明会の開催（方向性の確認） 

 日時：令和 5 年 3 月 22 日（水）  

 参加者：9 団体、18 名 

［笑顔でごはんフードパントリー実績］3 月末時点 

 

 

 

【子育て応援フードパントリー】 

・ひとり親世帯等を対象に食料品等を提供するとともに

相談窓口を設け、包括的に相談を受け止め、適切な窓

口や地域の支援者につなげた 

【第 1 回目】令和 4 年 8 月 3 日（水）42 世帯 

【第 2 回目】令和 4 年 12 月 3 日（土）24 世帯 

【第 3 回目】令和 5 年 3 月 2 日（木）41 世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容 令和 4 年度 令和 3 年度 

フードパントリー 137 回 116 回 
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（5） その他の地域福祉活動に関する取り組み（地域福祉推進課） 

【事業区分】 

 自主事業  補助事業 ☐ 受託事業 ☐ その他 

 項 目 内 容 

① わたしのまちの車いす 

ちょい借りステーション

事業 

・市内福祉施設や商店等の協力のもと、市内各所にちょ

い借りステーションを設置して車いすを無料貸出（2

週間以内） 

・情報通信技術（Google Map）を活用した啓発 

（表示回数 6,300 回） 

 

 

 

 

② 車いす短期貸出事業 ・最大 3 ヶ月まで車いすを無料貸出 

 

 

 

 

③ 生活改善支援事業 ・心身の状況により自ら部屋を片付けることが困難な世

帯への生活環境の改善・自立の支援 2 件 

④ ふくし掲示板 

 

 

 

 

・福祉情報を発信する掲示板の整備・活用 

 

 

 

 

・地域福祉の担い手の養成、福祉の研修、支え合い活動

等のチラシを掲示 

・各地区では、地域福祉サポーター及び高齢者施設等と  

連携して貼り換えを行った 

⑤ 所沢市民フェスティバル 

福祉コーナー 

・市内で活動する福祉団体の活動内容を広く市民に紹介 

・市民・出展団体同士の交流 （27 団体参加） 

・赤い羽根共同募金の理解・協力の周知 

⑥ 地域福祉みらいフォーラ

ムの開催 

・地域でのつながりや福祉に対する住民の関心を高める

ために講演会を開催 

・日程：令和 5 年 2 月 25 日(土) 

・内容：講演、ワークショップ「トークフォークダンス」、 

実践発表 

・参加者：93 名 

 

 令和 4 年度 令和 3 年度 

貸出台数 132 台 142 台 

貸出件数 132 件 144 件 

 

 
令和 4 年度 令和 3 年度 

新規設置台数 1 か所 0 か所 

設置台数 131 か所 

 

 令和 4 年度 令和 3 年度 

ステーション数 55 か所 56 か所 

貸出件数 802 件 660 件 
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2．ボランティアセンター運営事業  

福祉に関するボランティア相談及び人材育成、情報提供等、ボランティア活動の振興に

取り組みました。また、ボランティア連絡協議会をはじめ様々な団体等とネットワークの

構築を進め、地域福祉活動の活性化を図りました。 

（1） ボランティア活動支援（地域福祉推進課） 

【事業区分】 

 自主事業 ☐ 補助事業 ☐ 受託事業 ☐ その他 

 項 目 内 容 

① ボランティア相談  

 

 

 

 

 

 

 

 

② ボランティア保険の加入

手続き・事務 

 

 

 

 

 

 

 

③ ボランティア情報 ・演芸ボランティアガイド情報（冊子）、メール・LINE

（SNS）・YouTube を活用した情報配信、情報紙の発行 

 

 

 

 

 

 

④ 地域の活動団体の把握 ・ボランティアグループ、市民活動団体情報登録 

・市民活動支援センター、CSW、生活支援コーディネー

ターと連携し、情報収集を実施 

⑤ ボランティア活動助成 ・「応援します！地域福祉活動助成事業」（共同募金配分

金）ボランティア団体等が主催するサロン活動、交流

会、学習会等の活動に助成（31 団体、2,495,000 円助

成） 

・各種民間助成の情報提供 

ボランティア相談 延べ 453 件 

内
訳(

重
複
有)  

ボランティア活動相談 324 件 

ボランティア要請相談 97 件 

ふくし学習相談 30 件 

市民活動・社会貢献 2 件 

各種情報提供 0 件 

その他 0 件 

 

保険名／件数 延べ 482 件 

① ボランティア活動保険  186 件 

② ボランティア行事用保険 278 件 

③ 福祉サービス総合補償 12 件 

④ 送迎サービス補償 6 件 

 

 

 

登録者数（メール配信・LINE） 2,473 名 

情報配信（メール配信・LINE） 119 回 

情報配信（動画） 4 回 

YouTube チャンネル登録者数 266 名 
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（2） 学校向けふくし学習の推進（地域福祉推進課） 

【事業区分】 

 自主事業 ☐ 補助事業 ☐ 受託事業 ☐ その他 

 項 目 内 容 

① 相談対応及び機材の貸出 ・ふくし学習プログラムの提案 

・講師派遣、講師調整、機材の貸出 

【実績】39 件 

 

 

 

 

 

② ふくし学習プログラムの

開発・発信 

・「ふくし学習の手引き」の発行、小中学校等への配布 

③ ふくし学習推進助成金 ・ふくし学習実施に関わる講師に対し一部助成 

（延べ 2 団体、個人 4 名） 

（3） 人材育成（地域福祉推進課） 

【事業区分】 

 自主事業 ☐ 補助事業 ☐ 受託事業 ☐ その他 

 項 目 内 容 

① ボランティア体験の実施 ・夏のボランティア体験の企画・実施 

参加者：289 名（延べ 316 名体験） 

・体験期間 

令和 4 年 7 月 25 日（月）～令和 4 年 8 月 24 日（水） 

・受入施設・団体：43 メニュー 

・体験内容：高齢者施設での話し相手や児童館での見守 

り、障がい者施設での活動補助等 

② 「とこボラ隊」による活動

実施 

・学生等のボランティア活動として、街頭募金等の実施 

 日程：令和 4 年 12 月 16 日(金) 

 参加者：13 名 

（内高校生 12 名、地域福祉サポーター1 名） 

 

 

 

 

 令和 4 年度 令和 3 年度 令和 3 年度 

小学校講師派遣 21 校 16 校 16 校 

中学校講師派遣 6 校 3 校 3 校 

高校・大学等講

師派遣 

2 校 0 校  

機材貸出 10 校 3 校 3 校 
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3．災害対応関連事業  

災害ボランティアセンター市民スタッフ養成講座や災害時に対応できる人材の育成等に

取り組みました。 

（1） 災害ボランティアセンター運営（地域福祉推進課） 

【事業区分】 

 自主事業 ☐ 補助事業 ☐ 受託事業 ☐ その他 

 項 目 内 容 

① 災害ボランティアセンター

設置運営に関する調整 

・設置運営に関する法人内における検討と所沢市や関係

団体等との協議及び調整を実施 

② 災害ボランティアセンター 

実地訓練の実施 

・大規模災害時における対応力向上・体制整備を目的に

訓練を実施 

・日程：令和 5 年 1 月 21 日（土） 

・参加者 54 名（内受講生 13 名、市民スタッフ 12 名、

職員 23 名、市役所 3 名、講師 2 名、実習生 1 名） 

③ 災害ボランティアセンター

市民スタッフの養成 

・市民スタッフによる情報交換会を開催 

・日程：令和 5 年 1 月 21 日（土） 

・参加者 19 名（市民スタッフ 14 名、実習生 1 名、職員 4 名） 

④ 災害ボランティアセンター

支援（他市区町村） 

・埼玉県社協等からの依頼により、他市町村で開設され

る災害ボランティアセンターへ職員を派遣し、運営支

援を実施 

・静岡市社会福祉協議会 災害ボランティアセンター 

・日程：令和 4 年 11 月 17 日（木）～21 日（日）（5 日間） 

・派遣：地域福祉推進課職員 1 名 

⑤ 災害時における協力協定

の締結 

・公益社団法人所沢青年会議所との協力協定を締結 

・協力内容：災害ボランティアセンター運営の協力、被

災地の情報収集への協力、災害ボランティアセンター

及びボランティア活動に必要な資機材等の調達への協

力等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



26 

 

4．社会福祉大会開催事業  

【決算額：587 千円】 

多年にわたり社会福祉の発展に功績のあった方及び団体等を表彰し、感謝の意を表す

るとともに、社会福祉の関係者が総意を結集し、福祉・保健・医療等幅広い分野との連

携のもと、多様化する福祉ニーズに対応していく決意を新たにすることを目的としてい

ます。令和 4 年度も令和 3 年度と同様に新型コロナウイルス感染症の影響により規模を

縮小し、式典のみを執り行いました。（所沢市と共催） 

（1） 社会福祉大会企画・運営（企画総務課） 

【事業区分】 

☐ 自主事業  補助事業 ☐ 受託事業 ☐ その他 

概 要 

（1） 日 程  令和 4 年 7 月 8 日（金） 

（2） 会 場  所沢市民文化センター「ミューズ」中ホール 

（3） 内 容  式典等 

 

5．緊急援護事業  

【決算額：1,742 千円】 

生活困窮状態で緊急的に生活費や食料品が必要にもかかわらず、利用できる制度がない

市民に対し、緊急援護金や食料品の支給（フードドライブ) 等を行いました。 

（1） 緊急援護金・フードドライブによる支援（相談支援課） 

【事業区分】 

 自主事業 ☐ 補助事業 ☐ 受託事業 ☐ その他 

 項 目 内 容 

① 緊急援護金 ・他からの融資が困難で、一時的に生活困窮状態になっ

た方に援護金を支給 

 

 

 

 

② フードドライブによる食

料品の支給 

・生活困窮のため、食料品の購入が困難な世帯に食料品

を支給 

 

 

 

 食料品等寄付件数 192 件 

内容 令和 4 年度 令和 3 年度 

緊急援護金 224 件 253 件 

1,203,460 円 1,421,250 円 

 

内容 令和 4 年度 令和 3 年度 

フードドライブ 651 件 622 件 
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6．彩の国あんしんセーフティネット事業  

【決算額：20 千円】 

既存の制度では対応しきれない制度の狭間の問題や、生活困窮者の新たな福祉課題に対

応するために、埼玉県内の社会福祉法人と協働して、相談支援事業を社会貢献活動として

実施しました。県内に配置された社会貢献支援員及び市内の会員 9 施設と連携して取り組

みました。 

（1） あんしんセーフティネット事業の実施（相談支援課） 

【事業区分】 

☐ 自主事業 ☐ 補助事業 ☐ 受託事業  その他 

 項 目 内 容 

① 訪問同行 ・会員施設担当相談員と一緒に本人の住まいを訪問して

状況を確認 

② 既存制度利用、関係機関等

へのつなぎの支援 

・既存の制度が利用できる場合は制度につなぎ、利用でき

ない場合は地域資源等を活用した方法を検討 

・会員施設への協力要請 

・コロナ特例貸付等各施策が終了し、利用件数が増加 

 

 

 

 

 

 

 

③ 経済的支援の必要性の 

検討 

・ブロック担当社会貢献支援員に具体的な支援方法を 

相談 

（2） 連絡会の開催（相談支援課） 

【事業区分】 

☐ 自主事業 ☐ 補助事業 ☐ 受託事業  その他 

 項 目 内 容 

① 所沢市あんしんセーフ

ティネット連絡会 

【第 1 回】 

・日 時：令和 4年 11月 9日（水)13時 30分～15 時 

・会 場：所沢市こどもと福祉の未来館 1 階多目的室 1 号 

・内 容：埼玉県内、第 2ブロックの状況について 

所沢市の実施状況・事例報告について 

・参加者：社会貢献支援員 1 名、会員施設 1 名、非会員施設

2 名、社協職員 4 名 

 

内容 
利用件数 

令和 4 年度 令和 3 年度 

経済的援助 6 件 3 件 

就労支援 1 件 0 件 

衣類バンク 4 件 1 件 

合   計 11 件 4 件 
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  【第 2 回】 

・日 時：令和 5年 2月 8日（水）13時 30分～15時 

・会  場：所沢市こどもと福祉の未来館 1階多目的室 1号  

・内 容：埼玉県内、第 2ブロックの状況について 

所沢市の実施状況・事例報告について 

・参加者：社会貢献支援員 1 名、会員施設 2 名、非会員施設

2 名、社協職員 4 名 

 

7．所沢市内社会福祉法人等による暮らしの相談事業  

【決算額：12 千円】 

社会福祉法に規定された「地域における公益的な取組」として、市内各社会福祉法人等

が相談窓口を設置し、市民に対して無料の相談事業を実施する「暮らしの相談事業」を本

会が事務局となり取り組みを進めました。 

（1） 暮らしの相談事業の充実（地域福祉推進課） 

【事業区分】 

 自主事業 ☐ 補助事業 ☐ 受託事業 ☐ その他 

 項 目 内 容 

① 市内社会福祉法人へ

の研修及び情報交換 

・地域における公益的な取組に向け、社会福祉法人の公益的な

取組みに関する情報収集を実施 

② 広報 ・市民・関係機関等に対し、相談窓口についてホームページを

活用して周知 

③ 相談件数 ・市内の社会福祉法人 27 法人 47 施設を対象に実施 

（うち社会福祉協議会を含む） 

 上半期 相談件数（延べ 14 件） 

     相談方法（来所 11 件、電話相談 3 件） 

 下半期 相談件数（延べ 26 件） 

     相談方法（来所 4 件、電話相談 21 件、家庭訪問 1 件） 
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8．同行援護従事者養成研修（一般課程）  

【決算額：285 千円】 

重度視覚障がい者が移動する際の介助等に必要な知識や技能を有する同行援護従事者を

養成する事を目的とし、新型コロナウイルス感染症の感染予防対策を行い、開催しました。 

（1） 養成研修の実施（企画総務課） 

【事業区分】 

 自主事業 ☐ 補助事業 ☐ 受託事業 ☐ その他 

 項 目 内 容 

① 同行援護従事者養成研修 

（一般課程） 

・日時：①令和 5 年 1 月 14 日（土） 

    ②令和 5 年 1 月 28 日（土） 

    ③令和 5 年 2 月 4 日（土） 

・内容：同行援護の制度と従事者の業務、演習等 

・修了：15 名 

9．赤い羽根共同募金 

埼玉県共同募金会所沢市支会として、「赤い羽根募金」「地域歳末たすけあい募金」及び 

「災害義援金」の募金運動を実施・協力しました。 

（1） 共同募金運動の推進（地域福祉推進課） 

【事業区分】 

☐ 自主事業 ☐ 補助事業  受託事業  その他 

 赤い羽根募金 内 容 

① 戸別募金 ・各自治会・町内会・区長会を通して、各世帯の協力を得て推進 

・募金額：10,366,030 円 

② 街頭募金 ・福祉団体・ボランティア等の市民による街頭での協力を得て推進 

・共同募金ガチャの推進 

・募金額：608,350 円 

③ 学校募金 ・市内の小・中・高校生の協力を得て推進 

・募金額：191,902 円 

④ 職域募金 ・官公庁や事業所等の職員を対象としたバッジ・クオカードの購入依頼 

・募金額：945,245 円 

⑤ 個人大口募金 ・民生委員・児童委員を通じて、個人の方の協力を得て推進 

・募金額：575,928 円 

⑥ 法人募金 ・民生委員・児童委員を通じて、企業・事業所等の協力を得て推進 

・募金額：2,284,466 円 

 合 計 ・14,971,921 円 
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 地域歳末たすけあい募金 内 容 

① 戸別募金 ・各自治会・町内会・区長会を通じて、各世帯の協力を得て推進 

・募金額：9,632,280 円 

② 個人大口募金 ・個人の方の協力を得て推進 

・募金額：8,000 円 

③ 法人募金 ・企業・事業所等の協力を得て推進 

・募金額：29,335 円 

④ 街頭募金 ・市内駅前にて職員有志による募金活動 

・募金額：64,241 円 

 合 計 ・9,733,856 円 

 

 災害義援金 内 容 

① 令和 4 年 8 月大雨災害義援金（中央共募） 560 円 

② 令和 4 年 8 月大雨災害義援金（新潟県） 239 円 

③ 令和 4 年台風 15 号災害義援金（静岡県） 263 円 

 合 計 1,062 円 

 

10．福祉団体への活動支援  

【決算額：620 千円】 

各福祉団体の運営が円滑に進むよう活動に対しての支援を行いました。 

（1） 事務局（企画総務課・地域福祉推進課） 

【事業区分】 

☐ 自主事業 ☐ 補助事業 ☐ 受託事業  その他 

項 目 団体名 

福祉団体の事務局支援 ➀所沢市民生委員･児童委員連合会 

②所沢市長生クラブ連合会 

③所沢地区保護司会所沢三芳支部 

④所沢地区更生保護女性会 

⑤所沢市遺族連合会 

⑥所沢市母子寡婦福祉会 

⑦所沢市赤十字奉仕団 

⑧所沢市民間高齢者福祉連絡協議会 

⑨手しごとの会 
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Ⅲ 介護保険及び障害者総合支援法福祉サービス等 

■主な財源：介護保険事業収入、障害福祉サービス等事業収入、市受託金、自主財源 

 

1．居宅介護支援事業  

【決算額：23,397 千円】 

介護保険法に基づき、要支援・要介護状態となっても住み慣れた地域で自分らしい暮ら

しを続けることができるように、医療機関・地域住民・関係団体・介護サービス事業者と

連携し、適正なケアマネジメントを実施しました。 

また在宅に戻るための退院・退所の支援や在宅介護者を含む家族の支援も併せて行いま

した。 

 （1） 居宅介護支援の実施（企画総務課 居宅介護支援事業所） 

【事業区分】 

 自主事業 ☐ 補助事業 ☐ 受託事業 ☐ その他 

 項 目 内 容 

① 居宅介護支援の実施 ・ケアプラン作成件数（4 月～3 月） 

（要介護：1,292 件/要支援：129 件） 

 

 

 

 

 

（2） 関係者間のネットワークづくり（企画総務課 居宅介護支援事業所） 

【事業区分】 

 自主事業 ☐ 補助事業 ☐ 受託事業 ☐ その他 

 項 目 内 容 

① 勉強会・研修会等の実施 ・毎週木曜日 週 1 回実施 

② 合同事例検討会等の開催 ・他事業所と実施（月 1 回） 

③ 各種会議への参加 ・地域包括支援センター主催による介護支援専門員情報

交換会及び地域ケア個別会議等に参加 

④ 緊急相談体制の整備 ・24 時間 365 日の対応 

・必要に応じて緊急対応を実施 

⑤ 関係機関との連携 ・地域包括支援センターと連携しながら支援困難事例に

対応 

⑥ 実習受入れ ・介護支援専門員実務研修の受入れ体制を整備 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 

要介護 117 112 114 115 115 105 

要支援 14 13 11 11 11 10 

 10 月 11 月  12 月 1 月 2 月 3 月 

要介護 104 108 105 105 98 94 

要支援 11 10 10 10 9 9 
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2．介護保険認定調査事務  

【決算額：56,230 千円】 

指定事務受託法人として、公平公正な要介護認定調査を適切に実施しました。 

調査の適正化を図るため、県や市の認定調査員研修へ参加する他に効率的な記録の記載

等の内部研修の充実を図りました。また受領調査件数の増加に向け、調査員 1 人当たりの

調査件数を増加できるよう、業務全体を見直し、効率的に調査が行えるようにしました。 

（1） 認定調査事務の実施（企画総務課 介護保険認定調査事業所） 

【事業区分】 

☐ 自主事業 ☐ 補助事業  受託事業 ☐ その他 

 項 目 内 容 

① 認定調査事務の実施 ・指定事務受託法人として、公平公正な要介護認定調査

を適切に実施 

・認定調査実施件数 7,200 件（4 月～3 月） 

（単位：件） 

 

 

 

 

 

② 研修の実施及び参加 ・介護支援専門員更新研修受講 4 名 

（2） 認定調査事務の効率化・デジタル化に向けた検討（企画総務課 介護保険認定調査事務所） 

【事業区分】 

☐ 自主事業 ☐ 補助事業  受託事業 ☐ その他 

 項 目 内 容 

➀ 業務の効率化 ・ICT 導入に向けた調査・研究 

 タブレット等の導入事例に関する情報収集を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 

件数 578 588 601 605 605 605 

 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

件数 605 608 606 620 617 562 
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3．訪問介護事業・居宅介護事業  

【決算額：95,194 千円】 

介護保険法及び障害者総合支援法の趣旨に従い、保健・医療・福祉等の各機関との連携

を図りながら訪問介護サービスの提供を行いました。自立した生活を営むことができるよ

う支援し、利用者の生活の質の向上を図りました。 

また予防的視点及び認知症ケア・自立支援ケアを担う専門職としての研鑚に努め、地域

における社会資源として地域のつながりに貢献できるよう事業運営を行いました。 

（1） 訪問介護サービスの提供（企画総務課 訪問介護事業所） 

【事業区分】 

 自主事業 ☐ 補助事業  受託事業 ☐ その他 

 項 目 内 容 

① 訪問介護事業 

（介護保険法に基づく） 

・訪問介護 

要介護の認定を受けた方へ、訪問介護員が在宅生  

活上の入浴・食事・排せつ等の身体介護や、調理・洗

濯・掃除・その他生活全般にわたる支援を実施 

・訪問型サービス（予防訪問相当） 

要支援状態の維持若しくは改善、又は要介護状態に

なることの予防を目的とし、訪問介護員が調理・洗

濯・掃除等の日常生活上の支援を実施 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

居宅介護事業等 

（障害者総合支援法に基づく） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・居宅介護 

障がい者福祉サービスの受給決定を受けている方に

訪問介護員が入浴や排せつ・食事等の身体介護や調

理・洗濯等の生活援助、通院介助を実施 

・重度訪問介護 

障害支援区分4以上で、二肢以上に麻痺があり、歩

行、移乗、移動、排尿、排便のいずれも「できる」

以外と認定されている方へ居宅介護の内容の他、見

守り等を含む生活全般にわたる援助を実施 

 

 

 

 

 

月利用件数 
令和 4 年度 

（平均） 

令和 3 年度 

（平均） 

訪問介護 479件 535件 

訪問型サービス 69 件 79 件 

 

月利用件数 
令和 4 年度 

（平均） 

令和 3 年度 

（平均） 

居宅介護  158 件  121 件 

重度訪問介護 0 件 0 件 
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・同行援護 

視覚障がいの方を対象に移動時及びそれに伴う外

出先において必要な視覚的情報の支援（代筆・代読

含む）を実施 

 

 

 

 

 

③ 移動支援事業 

（障害者総合支援法に基づく） 

 

 

 

 

 

 

・障害者総合支援法に基づく地域生活支援事業として、

地域で自立した生活及び社会参加の促進を目的とし、 

一人での外出移動が困難な障がいのある利用者を支援 

④ 養育支援訪問事業 

（市委託事業） 

・様々な原因で養育支援が必要となっている家庭に対し

て訪問支援を行い、負担の軽減と養育力の向上及び環

境の改善を目指し、育児・家事の支援を実施 

※令和4年度実績なし 

 

（2） 人材育成（企画総務課 訪問介護事業所） 

【事業区分】 

 自主事業 ☐ 補助事業 ☐ 受託事業 ☐ その他 

 項 目 内 容 

① 各専門分野研修への参加 ・サービス提供責任者養成研修（1 名 5 日間参加） 

② 内部研修の実施 ・職員の資質向上に努めることを目的として実施（毎月） 

③ 定期的な会議 ・サービス提供責任者会議、チーム会議（毎月 1 回実施） 

④ 介護福祉士養成校の実習

生受入れ 

・大学、専門学校からの依頼要請のもと、実習指導者（有

資格）が指導を実施（3 名受入れ） 

 

 

 

 

月利用件数 
令和 4 年度

（平均） 

令和 3 年度 

（平均） 

移動支援 16 件 15 件 

 

月利用件数 
令和 4 年度 

（平均） 

令和 3 年度 

（平均） 

同行援護  80 件 65 件 
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（3）ICT の導入（企画総務課 訪問介護事業所） 

【事業区分】 

 自主事業 ☐ 補助事業 ☐ 受託事業 ☐ その他 

 項 目 内 容 

➀ 業務の効率化 ・介護記録システム（Care-wing）の運用、利用者・ヘル

パーへの定着推進 

・介護記録システム（Care-wing）の導入による請求事務、

職員の勤怠管理、職員間の連絡体制の機能強化として

事業所の事務作業を電子化し、ペーパーレス化を推進 

・登録ヘルパー16 名にスマートフォンを貸与 

定着したことで介護実績の集計、報告、指示・連絡の 

効率が向上 

※リモートワーク（サービス・派遣調整）に活用 
 

（4）その他 

 項 目 内 容 

➀ 権利擁護、虐待防止 ・虐待防止に関する責任者を設置 

・虐待防止等に関する研修を実施（年 2 回） 

・身体拘束等に関する研修を実施（年 1 回） 
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Ⅳ 所沢市指定管理施設 

■主な財源：市受託金、障害福祉サービス等事業収入、就労支援事業収入 

 

1．児童発達支援事業「所沢市立かしの木学園」  

【決算額：101,077 千円】 

身体障がい・知的障がい・発達障がいのある 0～6 歳までの未就学児に対し、年齢・一人

ひとりの障がい特性・発達の順序性を踏まえた個別支援計画のもと、生活や遊びの中に必

要な療育を取り入れ、グループ活動による発達支援を行いました。 

障がいの特性や発達の各段階に応じて、子どもの「育ち」や「暮らし」の安定を基本に、

保護者の思いを尊重し、寄り添いながら家族支援を行いました。 

就学や保育園・幼稚園等への移行に向け、どの園児も希望の進路へつながるように移行

支援を行いました。 

（1） 活動内容 

【事業区分】 

☐自主事業 ☐ 補助事業  受託事業 ☐ その他 

 項 目 内 容 

 基本情報 ・定員：50 名（現員 56 名）入所 28 名・退所 12 名 

・開所日数：244 日（コロナ臨時休所 0 日） 

・利用延べ実人数  ：3,141 人 

・1 日平均利用者数：12.9 人 

・対定員平均通所率：69.6％ 

・新規入園児   ：27 人 

・卒園・移行児等 ：20 人 

① 発達支援（本人支援及び移

行支援） 

・日常生活における基本動作の訓練 

個々に応じた姿勢や介助方法・補助具の工夫 

・理学療法士による指導 

 個別に理学療法計画書を作成し、実施（14 名） 

訪問リハビリを受けている園児への連携支援（9 名） 

・ペアレント・トレーニングの要素を取り入れた親子活 

 動（新入園児、0 歳～2 歳児を中心に家族からの相談 

に対する適切な助言と愛着形成の支援） 

・親子分離活動（3 歳～5 歳を中心に身辺自立を促し、 

自主性や社会性の発達を支援） 

しいのみクラス：5 名、きく幼児クラス：9 名 

・発達課題に応じたあそびの提供 

・プール活動（夏季の遊び・全身運動の提供） 

 6 月 28 日～8 月 31 日の間、感染対策を行いつつ毎日実施 



37 

 

・嘱託医による内科健診、健康相談（毎月 1 回） 

4 月～3 月（61 名受診） 

・歯科医による検診と歯科衛生士による歯みがき指導 

6 月：23 名 11 月：22 名 

・行事（かしの木まつり、卒園式） 

①かしの木まつり 令和 4 年 10 月 29 日（土） 

②卒園式 令和 5 年 3 月 25 日（土） 

・小学校・幼稚園・保育園への移行支援（引継ぎ支援） 

 それぞれ個別に訪問し、引継ぎを実施（8 名） 

・幼稚園等の併用利用児への後方支援：4 名実施  

訪問を行い、クラス担任と支援内容の共有 

・松原学園見学会（保護者対象） 

 保護者が随時見学し、見学後に相談対応 

・卒園移行児に対する移行児相談（2 名） 

・重症心身障害児の担当者会議を開催（12 月） 

② 家族支援 ・ペアレント・トレーニングの要素を取り入れた親子活

動を実施（0 歳～2 歳児の保護者対象） 

・ペアレント・トレーニング講座の開催 

希望する 3 歳～5 歳児の保護者対象に 4 回実施（9 月） 

・家庭療育支援として家庭訪問（新入園児） 

・保護者面談（在籍園児に適宜実施） 

 個別支援計画や中間評価、ご家族の要望に応じた面談

を適宜実施 

・かしの木学習会（年 4 回（5 月、6 月、7 月、1 月）） 

・かしの木保護者交流会（年 2 回（10 月、2 月）） 

・「きょうだい児」ひろば（年 2 回（6 月、1 月）） 

・情報提供及び協力（父母の会への協力） 

③ 地域支援 ・関係機関との連携（自立支援協議会への参加）（年 8 回） 

 こども福祉課所管 3 施設合同会議（年 1 回） 

・地域交流（情報交流） 

・地域文化祭への参加（年 1 回（11 月）） 

・土曜開放あそぼう会（地域の子どもたちに向けて園舎

開放）（年 3 回（5 月、12 月、2 月）） 

④ 昼食提供 ・令和 4 年度から提供なし 

⑤ 送迎 ・送迎（リフト付きマイクロバス 1 台、リフト付きワン 

ボックスカー1 台）年間延べ総利用者数：2,953 人 

⑥ 感染症対策 ・新型コロナウイルス感染症対策 

職員・保護者・来園者のマスク・消毒の徹底 

風通しを良くした換気対策、対面を避けた療育の実施 

・感染症予防研修の実施（内部研修年 2 回実施） 
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（2） その他 

 

 

 

 

 

 項 目 内 容 

➀ 実習・研修の受入れ ・秋草学園短期大学：4 名・防衛医科大学校：27 名 

② ボランティアの受入れ ・夏のボランティア体験の受入れ：10 人 

③ 安全管理・衛生管理・非常

災害対策 

・安否確認メール配信訓練（年 5 回） 

・松原学園合同避難訓練（11 月実施） 

 内容：火災による避難誘導・消火器訓練 

・感染症の予防及びまん延の防止のための取り組み 

指針の整備、委員会の開催、研修及び訓練の実施（年 2 回）  

 研修：①日々の感染対策確認（消毒・換気等）（7 月） 

    ②こどもがかかりやすい感染症の対策 （2 月） 

・事業継続計画（BCP）の整備 

・地震・火事・不審者等を想定した訓練実施（年 5 回） 

 地震（5 月）、救命救急講習（6 月）、火災・通報（7 月）、

園児引渡し（9 月）、不審者対応（1 月） 

・災害備蓄品費の整備 

④ 権利擁護・虐待防止 ・虐待防止に関する責任者を設置 

・虐待防止等に関する研修を実施（年 2 回（9 月、2 月）） 

・身体拘束等に関する研修を実施（年 1 回（2 月）） 

⑤ 研修の実施 ・内部（年 6 回程度）の実施及び外部研修への参加（12 名） 

 発達障害研修、虐待防止研修、感染症基礎研修、階層

別研修、医療的ケア研修等 

⑥ 事業所自己評価 ・年 2 回の実施（10 月、2 月） 

内容：本会ホームページに掲載中 

⑦ 暮らしの相談事業 ・平日 8 時 30 分～16 時の相談窓口受付 0 件 

⑧ 広報・啓発活動 ・学園ブログの更新（月 3 回程度） 

・広報誌「かしの木だより」の発行（年 3 回） 

 8 月、12 月、3 月に発行 

⑨ その他 ・車いす貸出事業 

 富岡保育園へ貸出（1 件） 

・出前講座（1 件）職員 2 名を派遣 

 内容：発達の気になるお子さんとその保護者に寄り添

う支援について 
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2．就労継続支援 B 型事業「所沢市立きぼうの園」 

【決算額：80,269 千円】 

知的障がいのある利用者等（定員 35 名）、一人ひとりのニーズを考慮した個別支援計画

等に基づき、作業支援及び生活支援を行いました。また障害者相談支援事業所等、関係機

関との連携を密にとりながら障害福祉サービス等を適切に提供しました。 

（1）活動内容 

【事業区分】 

☐ 自主事業 ☐ 補助事業  受託事業 ☐ その他 

 項 目 内 容 

 基本情報 ・定員：35 名（現員 34 名）入所 3 名・退所 0 名 

・開所日数：241 日（コロナ臨時休所 5 日(電話支援実施)） 

※新型コロナウイルス感染症クラスター発生により

5 日間臨時休所（7 月 25 日(月)から 29 日(金)） 

・利用延べ実人数：6,881 人（7,178 人） 

・1 日平均利用者数：28.55 人（29.78 人） 

・対定員平均通所率：81.58％（85.10％） 

（）カッコ内は、臨時的取り扱い※を反映した数値 
※臨時的取り扱い：「在宅でのサービス利用を希望する者であって、

かつその支援効果が認められると市が判断した利用者」 

 重点項目への取組 3 つの重点項目ごとに担当職員を配置し実施体制を強化 

① 地域協働の充実 

・並木地区担当 CSW と連携し地域課題を共有 

・令和 4 年 10 月 13 日（木）フードパントリー活動団体

「ぽかぽか広場並木 8 丁目」へ災害備蓄食を提供 

② 個々の成長 

・サービス管理責任者更新研修 1 名、実践研修 1 名 

・【新規】食品衛生責任者資格取得者 6 名 

③ 就労支援体制の構築 

・一般就労を目指す利用者のアセスメントシートの開発 

・令和 5 年 1 月 16 日（月） 2 名にアセスメント実施 

① 主な作業活動 ・下請け作業（部材分別作業、タオルたたみ作業 等） 

・自主生産品製作及び販売（手織り、キャンドル製品） 

② 施設外支援・施設外就労 ・公共施設の清掃除草作業、リサイクル回収・農福連携 

・除草作業請負（新規就労） 

 

 

 



40 

 

③ 利用者工賃の向上 ・目標工賃月額 15,000 円の達成 

・平均工賃月額：16,249 円 

（前年 15,509 円、前年比+4.71％） 

・利用者工賃支出額：6,377,852 円 

（前年 6,028,688 円、前年比+5.79％） 

・就労支援収入：7,237,895 円 

（前年 6,541,296 円、前年比+10.65％） 

④ 利用者自治活動 ・利用者同士の自治活動の支援（代表者会議等） 

利用者代表者会議 36 回開催 

⑤ 余暇支援 【主な活動】 

「かがやき だんごを食べよう」、「50 周年記念行事茶

話会」、「日帰り旅行 三井アウトレットパーク入間」、

「ボランティアさんに感謝を伝えよう」 

⑥ 健康支援 ・健康診断（年１回）30 名受診 

・歯科検診及び歯磨き指導（年１回）26 名受診 

⑦ 感染症対策 ・新型コロナウイルス感染症対策 

基本的感染防止対策の継続、各職員消毒携帯、職員抗 

原検査、非接触蛇口の整備 

・季節性インフルエンザ対策 等 

・感染症予防研修の実施 

⑧ その他 ・送迎サービス車両 4 台、5 ルート、16 名利用 

・就労支援プログラムの開発 

・新たな就労支援活動（自主生産品ブランドの創出・農

福連携などを含む）の開拓及び調査・研究 

① 埼玉よろず支援拠点への商品開発相談 

② 埼玉県技術指導員支援制度事業の活用 

③ 第 5 回所沢ブランド特産品に応募。最終審査落選。 

（2） その他 

 項 目 内 容 

①  実習・研修の受入れ ・新規利用に向けた体験実習 6 名、延べ 31 日 

・資格取得のための実習   5 名、延べ 55 日 

②  ボランティアの受入れ ・ボランティア受入れ 4 名 

・夏のボランティア体験受入れ 8 名 

③  広報・啓発活動 ・広報誌「きぼうねっと」の発行（年 4 号） 

・地域で開催されるイベントへの参加（年 11 回参加） 

主な参加イベント 

①福祉マーケット年 4 回出店 

②YOT-TOKO マルシェ 

③セルプバザール in 浦和駅・大宮駅コンコース 

④第 43 回所沢市民フェスティバル 

⑤第 10 回マンホールサミット 

⑥手しごと展 等 
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④ 安全管理・非常災害対策 ・防災訓練（年 2 回) 、防犯対策 等 

①令和 4 年 9 月 15 日（木）第 1 回防災訓練 

参加者 37 名（職員 10 名、利用者 27 名） 

②令和 5 年 2 月 15 日（水） 第 2 回防災訓練消防立会 

参加者 39 名（職員 10 名、利用者 29 名） 

⑤ 人材育成・研修の実施 ・職員個々の資質向上を目指し事業所全体のレベルアッ

プを図る（再掲：重点項目への取組②） 

主な研修：食品衛生責任者、普通救命救急講習、社会

福祉援助技術、倫理研修、ハラスメント研修 等 

⑥ 地域協働の実践 ・資源回収活動を地域の方々の協力により実施（年間 230 日以上稼働） 

・令和 4 年 11 月 29 日（火）並木地区の地域福祉活動団体 

「サロン幸福亭ぐるり」の健康活動に 4 名参加 

・令和 4 年 10 月 13 日（木）「ぽかぽか広場並木 8 丁目」

のフードパントリー活動へ災害備蓄保存食を提供（再掲） 

⑦ 暮らしの相談事業 ・受付件数 1 件 相談内容：車いすの貸出について 

⑧ 権利擁護・虐待防止 ・虐待防止に関する責任者を設置 

・虐待防止等に関する研修を実施（年 2 回） 

・身体拘束等に関する研修を実施（年１回） 

・虐待防止委員会を開催（年 2 回） 

・虐待防止セルフチェックを全職員対象に実施（年 2 回） 

・プライバシー保護に関する基本方針を整備 

・成年後見制度の利用に係る情報提供及び相談支援 

⑨ 保護者との情報共有 ・保護者会の開催（年 2 回 延べ 13 家族参加） 

⑩ その他 ・災害時備蓄品を活用したフードドライブ等への協力 

・車いす貸出事業 貸出件数 1 件 

・埼玉県福祉サービス第三者評価の受審 

・利用者満足度調査 回答数：29 名/33 名 

・カーボンニュートラルに向けた取り組みの検討と実践 

➀ペットボトルのリサイクル 

②施設内照明を LED 照明に交換（全体の 55.9％） 

③節電対策として、屋外にシャワーミストの設置、窓

際にゴーヤを植えグリーンカーテンを設置 

④情報通信技術を活用した会議資料のペーパーレス

化を推進 

⑤所沢市集団資源回収事業報償金交付制度の活用 

 年間の報奨金額 417,252 円（69,542kg 相当） 

（前年 385,452 円、前年度比+8.25％） 

・開所 50 周年記念事業 

 ①オリジナルロゴマークの作成 

 ②オリジナルロゴマーク入り「あおり板」製作 

③50 周年記念行事の開催 

④広報誌 50 周年記念号の発行 
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3．生活介護事業「所沢市立こあふる」 

【決算額：113,470 千円】 

重度の知的障がいや行動障がいのある利用者及び医療的ケアを必要とする重症心身障が

いのある利用者（定員 20 名）に対して、尊厳を守り、個々のニーズを考慮した個別支援計

画に基づき、日中生活を通して丁寧に意思決定支援を進めました。 

（1） サービス内容 

【事業区分】 

☐ 自主事業 ☐ 補助事業  受託事業 ☐ その他 

 項 目 内 容 

 基本情報 

 

 

・定員：20 名（現員 20 名）入所 0 名・退所 0 名 

・開所日数：239 日（コロナ臨時休所 0 日） 

・利用延べ実人数：4,098 人 

・1 日平均利用者数：17.15 人 

・対定員平均通所率：85.73％ 

① 日常生活上の支援 ・利用者の状況に応じた食事、排泄、入浴等の支援 

・嗜好調査、選択メニュー（デザート）を実施し、利用

者の希望を献立表に反映 

② 日中活動 ・健康活動（近隣のウォーキング、早稲田大学の敷地内 

をウォーキング、音楽を活用したストレッチ等） 

・作業活動（アルミ缶・古紙回収とリサイクル業者への納品、 

屋外用と室内用のアルミ缶潰し機を購入） 

回収実績…アルミ缶 640 ㎏/古紙 1,500 ㎏/雑誌 610 ㎏/ 

段ボール 4,520 ㎏ 

・草木染め製品や押し花製品等の自主生産品の製作 

・園芸活動開始（きゅうり・トマト・葱・はつか大根を収穫） 

・音楽活動開始（音楽療法士（派遣）による活動、こあふるの歌完成） 

・外出活動（ドライブ、狭山湖畔散策等） 

・社会参加活動（感染症予防のため、利用者は自主生産

品づくり、職員は納品及び展示販売を担当） 

➀YOT-TOKO マルシェ展示販売 

令和 4 年 5 月 14 日（土）・10 月 15 日（土） 

②市民フェスティバル展示販売 

令和 4 年 10 月 29 日（土）・30 日（日） 

③三ケ島地区文化祭展示販売 

令和 4 年 11 月 5 日（土） 

④福祉マーケット（北野公園）展示販売 

 令和 4 年 11 月 23 日（水） 
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⑤所沢市障害者作品展出展 

 令和 4 年 8 月 1 日（月）～5 日（金） 

⑥こあふる・光の園共催「書道展」 

 令和 4 年 12 月 1 日（木）・2 日（金） 

・季節行事活動 

➀入間市博物館方面ドライブ外出と散策 

令和 4 年 5 月 19 日（水） 

②マジックショー(ボランティアグループ来所) 

令和 4 年 5 月 27 日(金） 

 ③盆踊り 令和 4 年 8 月 18 日(木） 

 ④箱運びゲーム・くじ引き大会令和 4 年 9 月 29 日(木） 

 ⑤10 月製作活動（手形を使った「こあふるの木」作成） 

 ⑥風船バレー大会 令和 4 年 12 月 1（木） 

 ⑦クリスマス会 令和 4 年 12 月 16 日（金） 

 ⑧忘年会 令和 5 年 12 月 28 日(水） 

 ⑨新年会 令和 5 年 1 月 4 日(水） 

⑩初詣（三ケ島稲荷神社） 

令和 5 年 1 月 5 日（木）・6 日（金） 

⑪こあふるワールドカップ（サッカー） 

令和 4 年 3 月 16 日（木） 

・自治活動（利用者集会：毎週金曜日午後、1 週間の活動

報告等自分の気持ちや活動を発表） 

・ZOOM を活用したプロペラとの交流開始 

③ 健康管理 ・嘱託医による健康相談（年 10 回）20 名実施 

・健康診断（年 2 回） 

 令和 4 年 6 月 23 日（木）内科検診と 7 月は 4 回に分

かれて胸部レントゲン撮影実施 

・歯科検診（年 1 回：令和 4 年 10 月 13 日（木）） 

・歯科衛生士による歯磨き指導(令和 4 年 10 月 27 日（木）) 

・各種感染症対策（希望者にはワクチン接種を実施） 

・ワクチン集団接種（年 2 回） 

・令和 4 年 11 月 24 日（木）インフルエンザ予防接種 

・健康チェック（月 1 回：体重・血圧測定等） 

・毎日 2 回の検温、血圧等のバイタルチェック実施 

④ 医療的ケア ・嘱託医及び主治医の指示の下、マニュアルに基づき看

護師が実施（2 名） 

⑤ 送迎 ・リフト付きマイクロバス 1 台、リフトカー2 台で実施 
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（2） その他 

 項 目 内 容 

① 実習・研修の受入れ ・埼玉県立おおぞら特別支援学校 延べ 9 名 

・秋草学園短期大学 2 名 

② ボランティアの受入れ ・小・中・高校生の夏のボランティア体験 5 名 

・定期ボランティアは感染対策を行い受入れ（書道ボラ

ンティア 1 名、定期ボランティア 1 名） 

③ 広報・啓発活動 ・広報誌「キャッチボール」の発行（年 4 回） 

・掲示板を利用した広報活動 

・社協ホームページによる広報誌掲載 

・地区懇談会・手しごと展・YOT-TOKO マルシェ、市民

フェスティバル、三ケ島文化祭・書道展再開 

④ 防災対策 ・避難訓練の実施（年 2 回） 

 令和 4 年 6 月 16 日(木）消防職員立会い（再開） 

 令和 5 年 2 月 21 日(火）地震を想定した訓練 

・3 日分の食糧と水分、防寒用具等の備蓄 

・3 日分の服薬備蓄（必要な利用者） 

・事業継続計画（BCP）の研修と通報訓練を実施 

⑤ 人材育成・研修の実施 ・感染症予防研修（10 名）、腰痛予防研修（延べ 16 名）、 

階層別研修（6 名）、虐待防止・権利擁護研修（10 名）、 

普通救命講習（オンライン 15 名）、接遇研修（オンライン 15 名）、 

社協主催（メンタルヘルス研修 1 名、ハラスメント研 

修 7 名、職業倫理研修 7 名、接遇研修 1 名） 

⑥ 地域貢献活動 ・草木染講習会（感染予防のため中止） 

・フラワーアレンジメントのお届け再開（4 か所） 

・近隣清掃活動の実施（毎週火曜日） 

・2 階会議室貸出再開 

・車いす貸出  

・災害備蓄品を活用したフードドライブへの協力 

⑦ 暮らしの相談事業の実施 ・奇数月最終水曜日 15 時～17 時 相談 0 件 

⑧ 権利擁護・虐待防止 ・虐待防止に関する責任者を設置 

・虐待防止等に関する研修を実施（年 2 回） 

・身体拘束等に関する研修を実施（年 1 回） 

⑨ ふくし学習の推進 ・三ケ島小学校出前講座（車椅子体験） 

・三ケ島小学校全校生に広報誌「キャッチボール」配布 

⑩ 外壁修繕 ・外壁パネル等の劣化により修繕を実施 

⑪ 施設管理 ・福祉サービス第三者評価受審 

⑫ 家族会 ・第 1 回は書類配布で代替 

・第 2 回：令和 5 年 3 月 23 日（木）三ケ島まちづくりセンター 
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4．生活介護事業「所沢市立プロペラ」 

【決算額：168,020 千円】 

重度の知的障がいや行動障がいのある利用者及び医療的ケアを必要とする重症心身障が

いのある利用者（定員 40 名）に対して、尊厳を守り、個々のニーズを考慮した個別支援計

画に基づき、日中生活の充実を目指した支援を進めました。 

（1） サービス内容 

【事業区分】 

☐ 自主事業 ☐ 補助事業  受託事業 ☐ その他 

 項 目 内 容 

 基本情報 

 

・定員：40 名（現員 41 名）入所 1 名・退所 3 名 

・開所日数：239 日（コロナ臨時休所 0 日） 

・利用延べ人数：8,106 人（14 人） 

・1 日平均利用者数：33.92 人（0.06 人） 

・対定員平均通所率：84.79％（0.15％） 

（）カッコ内は、臨時的取り扱いを反映した数値 

※臨時的取り扱い：「在宅でのサービス利用を希望する者であっ

て、かつその支援効果が認められると市が判断した利用者」 

① 日常生活上の支援 ・利用時の状況応じた食事、排泄、入浴等の支援 

② 創作的活動、生産活動、その

他の日中活動 

・健康活動（理学療法、ウォーキング、スポーツレク） 

※利用者が自ら健康に意識するよう個々に目標を定 

め、新たな取り組み「美ボディ大作戦」として強化月 

間（8 月・1 月）を設け 42 名が継続的な運動を実施 

・文化活動（音楽、車いすダンス、表現活動、フラワー 

アレンジメント） 

※音楽活動では月 4 回の活動の内、2 回は音楽療 

法士（派遣）による活動を実施 

・社会参加活動（柳瀬地区文化祭の参加等、災害時宿泊 

訓練に関する各関連機関との連携） 

 連携機関：所沢おおぞら特別支援学校 

      所沢市危機管理室 

・作業活動（紙漉き、アルミ缶リサイクル、ビーズアク

セサリー、分別作業、手織り、陶芸、農園作業） 

・自治活動（利用者ミーティング、グループ活動） 

・サークル活動 

前期：アルコールインクアートの作成 

後期：クレープ販売するキッチンカーを施設に呼び、

買い物体験と施設の中庭等でティータイム 
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・プロペラ祭り（地域交流） 

期日：令和 5 年 3 月 1 日（水）（プロペラ開所記念日） 

来訪者：家族 36 名、ボランティア 3 名 

内容：各グループからの活動発表（ファッション 

ショー、歌とダンスソーラン節等） 

③ 健康管理 ・嘱託医による健康相談（月１回実施） 

・健康診断（年１回実施） 

・歯科検診（年１回実施） 

・歯科衛生士による歯磨き指導（年１回）※本年度中止 

・各種感染症対策 

（新型コロナウイルス感染症・ノロウイルス等） 

・健康チェック（月１回体重測定） 

・検温（１日 2 回）、血圧などのバイタルチェック 

・毎日の健康観察カードの活用 

④ 医療的ケア ・嘱託医及び主治医の指示の下、看護師が実施（5 名） 

⑤ 送迎 ・リフトカー5 台による送迎を実施 

（2） その他 

 項 目 内 容 

① 実習・研修の受入れ ・特別支援学校等の生徒（4 名）、各相談支援事業所から

の紹介（1 名）、大学生の介護体験実習（4 名）・保育実

習（5 名）、教職員（2 名） 

② ボランティアの受入れ ・夏休みボランティア体験 

参加者：小学生 6 名、中学生 3 名、高校生 7 名 

・定期ボランティア 4 名、行事ボランティアを受入れ 

 定期 4 名、行事 6 名※延べ受入れ数 43 名 

③ 広報・啓発活動 ・地域のイベント（手しごとの会、市民フェスティバル、 

所沢市社会福祉大会、障害者作品展の参加） 

・広報誌「プロメール」の発行（年 3 回） 
・ホームページによる情報発信 

④ 防災対策 ・避難訓練の実施（年 2 回） 

 令和 4 年 6 月 15 日（水）10 時 30 分 

 令和 4 年 12 月 8 日（木）13 時 30 分 

 ※通報訓練、初期消火訓練を併せて実施 

※後期は消防署職員の立ち合いのもと実施 

・災害時訓練（年 1 回） 

  令和 4 年 6 月 15 日（水）13 時 30 分 

※利用者に施設の防災用備品や災害備蓄品の備蓄場所

や数量等をゲーム通じて伝達。また、家族の協力を得

て災害用伝言ダイヤル体験を実施 
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・3 日分の食糧と飲料、防寒用具等を備蓄 

・3 日分の服薬備蓄（必要な利用者) 

・事業継続計画（BCP)に伴う災害時緊急対応連絡票を作成  

⑤ 人材育成、研修の強化 ・分野別研修等の効果的な研修参加方法の仕組みづくり 

【内部研修】 

・障害福祉サービスについて 

令和 4 年 5 月 13 日（金）、16 日（月）参加：24 名 

・福祉避難所研修 

 令和 4 年 11 月 29 日（火）参加：22 名 

・感染症・クラスター動画研修 

 令和 4 年 12 月 26 日（月）参加：15 名 

・障害者虐待防止・権利擁護動画研修 

 令和 5 年 3 月 31 日（金）参加：18 名 

【外部研修】 

・階層別研修（3 名）、リスクマネジメント研修（1 名） 

感染症予防基礎講座（１名）、てんかん基礎研修（1 名） 

強度行動障害支援者養成講座（1 名）、サービス管理責 

任者研修（１名）、虐待防止研修（1 名） 

⑥ 地域活動への協力 ・フラワーアレンジメントお届け（3 か所×10 回） 

・資源回収活動（アルミ缶）38 回 

・近隣清掃活動      12 回 

・災害備蓄品を活用したフードドライブへの協力 

・プロペラ農園の野菜を活用しフードパントリーへ協力 

⑦ 暮らしの相談事業の実施 ・毎月第 4 火曜日 13 時～15 時※相談者なし 

⑧ 権利擁護・虐待防止 ・虐待防止に関する責任者を設置 

・虐待防止等に関する研修を実施（年 2 回） 

・身体拘束等に関する研修を実施（年 1 回） 

⑨ ふくし学習の参画 ・新型コロナウイルス感染症の影響により実施なし 

⑩ 車いす貸出事業の実施 ・随時受付 利用１件 
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Ⅴ 所沢市委託事業 

■主な財源：市受託金、介護保険事業収入、障害福祉サービス等事業収入、自主財源 

 

1．生活困窮者自立相談支援事業 （所沢市あったかサポートセンター） 

【決算額：72,560 千円】 

様々な生活課題を抱え生活困窮となった方へのセーフティネットとして、早期自立に向

けた支援を行いました。一人ひとりの状況に合わせた支援計画（プラン）を作成し、行政、

関係機関や地域住民と連携・協働して解決に向けた支援を行いました。 

（1） 自立相談支援事業（相談支援課） 

【事業区分】 

☐ 自主事業 ☐ 補助事業  受託事業 ☐ その他 

 項 目 内 容 

① 自立に向けた相談支援 ・生活困窮者の相談に応じ、本人の意思を確認し、適切

なアセスメントによりプランを作成 

・コロナ特例貸付のみの相談者については生活困窮者自

立支援相談者の対象者としては終了として整理し、年

度内終了者は約 5,000 件となった。 

  

 

 

 

 

 

 

 

② 就労に向けた支援 ・関係機関（市や県の就労支援員、ハローワーク等）と

連携し、アセスメントに基づき就労に向けた支援を実

施 

③ ネットワークの構築 ・地域での孤立防止、早期発見、自立に向けたつながり

をつくるため、関係団体・関係機関とのネットワーク

構築に向け、地域の社会資源を活用及び適宜情報共有、

連携 

 

 

 

 

支援件数 

（家計含む） 
令和 4 年度 令和 3 年度 

新規受付 1,628 件 1,822 件 

次年度継続（経

年継続含む） 
525 件 3,941 件 

年度内終了 5,044 件 1,150 件 

支援延べ回数 12,154 件 14,977 件 
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④ 支援調整会議の開催 ・支援調整会議 

 

 

 

 

・構成員より専門的な助言・指導を受け、プラン作成・

終了の適切性を協議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・承認を得たプランは、関係機関と共有 

・社会資源の充足状況を把握し、関係機関・団体や制度

の利用へつなぐ支援を実施 

⑤ 関係機関との連携 ・CSW、障がい相談、就労支援センター、あんしんサポ

ートねっと、保健センター、ハローワーク等、本人の

特性に合わせ、関係機関と連携 

（2） 住居確保給付金の利用（相談支援課） 

【事業区分】 

☐ 自主事業 ☐ 補助事業  受託事業 ☐ その他 

 項 目 内 容 

① 住居確保給付金受付支援 ・経済的に困窮し、住居を喪失した方、喪失のおそれの

ある方に対して、家賃相当分の住居確保給付金が得ら

れるよう相談支援を実施 

・申請書の受付 

・受給期間中の相談支援 

・就労機会の確保に向けた支援 

 

 

会議 令和 4 年度 令和 3 年度 

定例 12 回 12 回 

随時 12 回 14 回 

 

プラン作成 令和 4 年度 令和 3 年度 

自立 131 件 128 件 

家計 19 件 17 件 

就労 75 件 77 件 

一時生活 5 件 10 件 

合計 230 件 232 件 

 

プラン終了 令和 4 年度 令和 3 年度 

自立 89 件 89 件 

家計 14 件 16 件 

就労 50 件 45 件 

一時生活 4 件 9 件 

合計 157 件 159 件 
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※一時生活支援事業  

住居のない生活困窮者で、所得が一定水準以下の方に

対し、一定期間内に限り宿泊場所の供与、食事の提供、

その他の日常生活を営むのに必要な物資を提供 

② 関係機関と連携 ・所沢市生活福祉課、ハローワークと連携 

（3） 就労準備支援事業（相談支援課） 

【事業区分】 

☐ 自主事業 ☐ 補助事業  受託事業 ☐ その他 

 項 目 内 容 

➀ 就労に向けた準備支援 ・就労に向け自立意欲の喚起や社会参加のきっかけづ

くりのため、外出を促す支援を実施 

 

 

 

 

 

 

・就労準備支援事業に基づくプログラムを実施 

①朝活 

 目的：活動への参加を通じて、生活リズムや身だしな

みを整えるきっかけをつくる他、基本的なあい

さつやコミュニケーション能力を培う 

内容：テーマ別トーク 

 

 

 

 

②夕活 

 目的：決められた時間に来所し、継続して活動に参加

することで成功体験を積む 

支援件数 令和 4 年度 令和 3 年度 

新規受付（支援開始） 12 件 5 件 

次年度継続（経年継続含む） 14 件 5 件 

年度内終了 3 件 0 件 

延べ支援件数（本人への支援） 636 件 209 件 

 

 令和 4 年度 令和 3 年度 

実施回数 47 回 43 回 

参加者 延べ 40 人 延べ 40 人 

 

プラン作成 令和 4 年度 令和 3 年度 

新規相談 180 件 326 件 

新規申請 68 件 97 件 

延長・再延長・

再支給 

41 件 38 件 

一時生活支援 

事業※ 

5 件 10 件 
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内容：テーマ別トーク 

 

 

 

 

③with！ 

 目的：活動への参加を通じて、生活リズムや身だしな

みを整えるきっかけをつくる他、就労に向け集

中して作業を遂行できる能力を培う 

内容：塗絵、硬筆、スクラッチアート等 

 

 

 

 

 

④with！G 

 目的：グループワークやスポーツ活動を通じて、基本

的なあいさつやコミュニケーション能力（「伝

える力」「聞く力」「質問する力」等）を培う 

内容：カードゲーム、Switch スポーツ、チーム対抗伝言ゲ

ーム等 

 

 

 

 

⑤就労体験プログラム（令和 4 年 9 月 8 日開始） 

 目的：就労体験プログラムへの参加を通じ、社会活動

への参画を通じて成功体験を得て、自己肯定感

や就労意欲を回復する 

 内容：フードドライブ仕分け、共同募金缶バッヂ作り

等の軽作業を行い、参加状況に応じたインセン

ティブとしてクオカードを支給 

 

 

 

 

② 関係機関と連携 ・かわごえ若者サポートセンターを訪問し情報交換を実施 

・就労に向けてスタートサポート事業等の利用を希望

された方に対して、生活困窮者自立相談支援事業と連

携し、面談調整や面談に同席 

 令和 4 年度 令和 3 年度 

実施回数 37 回 25 回 

参加者 延べ 69 人 延べ 21 人 

 

 令和 4 年度 令和 3 年度 

実施回数 44 回 37 回 

参加者 延べ 90 人 延べ 62 人 

 

 令和 4 年度 令和 3 年度 

実施回数 26 回 17 回 

参加者 延べ 69 人 延べ 29 人 

 

 実施回数 参加者 

令和 4 年度 23 回 延べ 67 人 
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③ 社会参加に向けた支援 ・あったかサポート「りーち！」を開所し、本人や家族

が来所しやすいタイミングで利用できるよう居場所

を提供 

 

 

 

・フリースペース等来所のきっかけとなるプログラム

を開催 

①フリースペース 

 

 

 

 

②女子会 

 

 

 

 

③女性限定フリースペース 

 

 

 

 

（4） アウトリーチ自立相談支援機能強化事業（相談支援課） 

【事業区分】 

☐ 自主事業 ☐ 補助事業  受託事業 ☐ その他 

 

 項 目 内 容 

① あったかサポート「りー

ち！」の開所 

・ひきこもりに関する相談、支援を実施 

・フリースペースやひきこもり女子会等を開催 

② アウトリーチ支援の 

充実 

・長期間ひきこもり状態が継続している方やそのご家族

からの相談に対応 

 

 

 

 

 

 

 

支援件数 令和 4 年度 令和 3 年度 

新規情報把握 93 件 96 件 

新規受付（支援開始） 38 件 38 件 

次年度継続（経年継続含む） 48 件 24 件 

年度内終了 14 件 14 件 

延べ支援回数（本人への支援） 1,021 件 671 件 

 

 令和 4 年度 令和 3 年度 

累計来所者数 799 人 437 人 

 

 令和 4 年度  令和 3 年度 

実施回数 48 回 46 回 

延べ参加者  210 名 149 名 

 

 令和 4 年度  令和 3 年度 

実施回数 8 回 8 回 

延べ参加者 37 名 9 名 

 

 令和 4 年度  令和 3 年度 

実施回数 12 回 6 回 

延べ参加者  17 名 2 名 
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・ひきこもり家族交流会 

ひきこもり状態の方が家族にいる者同士が悩み等を共

有できる場として開催 

【第 1 回】令和 4 年 6 月 4 日（土）参加者：4 名 

【第 2 回】令和 4 年 7 月 14 日（木）参加者：8 名 

【第 3 回】令和 4 年 10 月 24 日（月）参加者：8 名 

【第 4 回】令和 4 年 12 月 17 日（土）参加者：9 名 

【第 5 回】令和 5 年 2 月 9 日（木）参加者：3 名 

【第 6 回】令和 5 年 3 月 11 日（土）参加者：7 名 

・家族向けフリースペースの開催 

 ひきこもり関連の書籍の閲覧や相談員への相談及び当

事者に居場所の様子を伝えるためにご家族がフリース

ペースを体験していただくことを目的に開催 

 

 

 

 

・ひきこもり講演会の開催 

 日程：令和 4 年 12 月 4 日（日） 

 会場：所沢市こどもと福祉の未来館 1 階体育館 

 内容：（第一部）ひきこもり経験談～当事者の立場から・

親の立場から～（第二部）対談・質疑応答 

 講師：一般社団法人ひきこもり UX 会議 林 恭子氏 

特定非営利活動法人 KHJ 埼玉けやきの会  

田口 ゆりえ氏 

参加者：104 名 

・ひきこもり家族向け勉強会の開催 

 日程：令和 5 年 2 月 27 日（月） 

 会場：所沢市こどもと福祉の未来館 1 階多目的１・２号 

 内容：講義「共に生きるために家族ができること」 

 講師：宮崎大学教授・KHJ ひきこもり家族会連合会 

副理事長 境泉洋氏 

参加者：48 名 

 

 

 

 

 

 

 

 令和 4 年度  令和 3 年度 

実施回数 9 回 6 回 

延べ参加者  23 名 2 名 
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③ 関係機関への広報・啓発 ・関係機関に事業周知及び説明会等を実施 

・各地区民生委員・児童委員協議会定例会で事業説明 

【実践報告】 

・会議名：所沢市地域福祉推進委員会 

      令和 4 年 5 月 27 日（金） 

所沢市青少年問題協議会 

     令和 4 年 5 月 31 日（火） 

市町村ひきこもり相談窓口担当者研修会 

      令和 4 年 8 月 2 日（火） 

④ 関係機関と連携 ・CSW と連携しひきこもりに関する地域情報を収集し、

自立相談支援事業・家計改善支援事業と一体的に実施 

・ひきこもりの女性を対象とした居場所の提供を所沢市

男女共同参画推進センターと共催 

 

【ひきこもり女子会】 

 場所：男女共同参加推進センター ふらっと 

 内容：懇談会 

【第 1 回】令和 4 年 5 月 31 日（火）参加者 7 名 

 【第 2 回】令和 4 年 8 月 30 日（火）参加者 7 名 

 【第 3 回】令和 4 年 11 月 29 日（火）参加者 7 名 

 【第 4 回】令和 5 年 1 月 31 日（火）参加者 11 名 

・埼玉県内で同事業を市から受託している社会福祉協議

会の担当者で情報共有を実施 

参加：所沢市社協、鶴ヶ島市社協、和光市社協 

 日時：令和 4 年 6 月 2 日（木） 

会場：所沢市こどもと福祉の未来館 相談室 

・狭山保健所主催する「令和 4 年度狭山保健所ひきこも

り専門相談 事例検討会（所沢市）」でひきこもりに関す

る事例提供 

・報告会及び情報交換会の開催 

 市内関係機関及び近隣市でひきこもり支援を行う関係

機関向けに、あったかサポート「りーち！」の取り組み

を報告し、合わせて情報交換会を実施 

 日時：令和 5 年 3 月 8 日（水）14 時～16 時 

 場所：所沢市こどもと福祉の未来館 多目的室 3・4 号 

アドバイザー：一般社団法人ひきこもり UX 会議 室井 舞花氏 

 参加者：24 名 
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⑤ 調査・研究 ・相談及び広報ツールに関する調査・研究 

一般社団法人ひきこもり UX会議が主催する支援者向け

研修への参加を通じて、ひきこもり支援における効果的

な広報の方法や媒体についての確認を実施 

・ひきこもり支援や居場所等のあり方についての視察を実施 

①総社市社会福祉協議会（岡山県） 

日時：令和 5 年 3 月 13 日（月） 

内容：居場所の見学、ひきこもりサポーター養成及び活

動についての説明等 

②豊中市社会福祉協議会（大阪府） 

日時：令和 5 年 3 月 14 日（火） 

内容：豊中あぐり見学、び～のび～の見学、ひきこもり

支援についての説明等 

③高槻市社会福祉協議会（大阪府） 

日時：令和 5 年 3 月 14 日（火） 

内容：ひきこもり支援の説明、ひきこもり支援に関する

登録ボランティアの活用について 

（5） 一時生活支援事業（相談支援課） 

【事業区分】 

☐ 自主事業 ☐ 補助事業  受託事業 ☐ その他 

 項 目 内 容 

① 衣食住の提供 ・住居のない生活困窮者で、所得が一定水準以下の方に

対し、一定期間内に限り宿泊場所の供与、食事の提供、

その他の日常生活を営むのに必要な物資を提供 

 

 

 

 

② 就労に向けた支援 ・自立相談支援事業を一体的に実施 

 

 

 

 

 

 

 令和４年度  令和 3 年度  

世帯数 5 世帯 10 世帯 

延べ利用日数 192 日  310 日 
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（6） 家計改善支援事業（相談支援課） 

【事業区分】 

☐ 自主事業 ☐ 補助事業  受託事業 ☐ その他 

 項 目 内 容 

① 家計管理の支援 ・家計に問題を抱える生活困窮者からの相談に応じ、家 

計状況を「見える化」 

・家計再生の計画・家計プランを作成し、相談者の家計 

管理を支援 

・コロナ特例貸付のみの相談者については生活困窮者

自立支援相談者の対象者としては終了として整理し、

年度内終了者が約 4,200 件となった 

 

 

 

 

 

 

② 生活再生に向けた支援 ・自立相談支援事業と組み合わせて、滞納の解消、債務整理や   

貸付のあっせん等、生活力を高めるための支援を実施 

・再び生活困窮状態に陥らないよう支援 

③ 特例貸付償還に向けた支

援 

・新型コロナウイルス感染症の影響を受けた方の特例

貸付償還に向け、家計に問題のある方たちへの支援を

実施 

（7）新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金受付業務（相談支援課） 

 「新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金」の受付業務を所沢市から受託し、

就労による自立を支援しました。なお、本業務は令和 5 年 3 月 31 日で終了しました。 

【事業区分】 

 自主事業 ☐ 補助事業  受託事業 ☐ その他 

 項 目 内 容 

①  申請・相談  

  

 

 

 

 

 

 

※初回・再支給の延べ件数   

内容（家計のみ） 令和 4 年度 令和 3 年度 

新規受付 739 件 877 件 

次年度継続 
（経年継続含む） 

286 件 3,746 件 

年度内終了 4,201 件 421 件 

 

 令和 4 年度 

問合せ件数 4,028 件 

初回面談件数 2,086 件 

申請件数 520 件 

求職活動件数 1,484 件 

支給決定件数 164 件 

支給済額 40,960,000 円 
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2．就労支援事業 （ところざわ就労支援センター） 

【決算額：31,264 千円】 

障がいのある方（難病含む）の一般就労を支援しながら、社会参加と自立の促進を図る

とともに、障がいのある方を雇用する企業に対しても、雇用に関する支援を行いました。 

関係機関（ハローワーク、所沢市自立支援協議会等）と連携し、チーム支援や定着支援

シートを活用し、移行支援事業所とのスムーズな引継ぎを行いました。 

（１） 障がい者の就労に関する相談及び企業からの障がい者雇用に関する相談への対応

（相談支援課） 

【事業区分】 

☐ 自主事業 ☐ 補助事業  受託事業 ☐ その他 

 項 目 内 容 

① 就労に関する相談 ・就労要望のある初回相談人数（事業説明会参加人数） 

  

 

 

*登録者数 1,227 名（内就職者数 760 名） 

② 雇用定着に関する相談 ・継続雇用のための企業訪問、電話相談等 

 

 

 

③ 障がい者雇用相談 ・障害者雇用の進め方、制度に関すること等、ハローワ

ークや埼玉県障害者雇用総合サポートセンターと連携

し実施 令和 4 年度：17 件 

（2） 相談者の登録及び登録した利用者に対する支援（相談支援課） 

【事業区分】 

☐ 自主事業 ☐ 補助事業  受託事業 ☐ その他 

 項 目 内 容 

① 就労に向けた相談・支援 ・就職活動相談、転職相談、障がい者雇用に向けた手帳

取得、訓練事業所利用相談等実施 

 

 

 

*電話・メール相談を含む 

② 利用者及び家族、関係機関等か

らの就労等に関する相談対応 

・障がいのあるご本人、ご家族や関係機関との情報の共有 

障がい特性等の整理、方向性の確認等を実施 

 

 

令和 4 年度 令和 3 年度 

96 名（内高校生 11 名） 109 名（内高校生 15 名）   

 

令和 4 年度 令和 3 年度 

8,764 件  7,498 件 

 

令和 4 年度 令和 3 年度 

2,388 件 2,315 件 
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③ 障がい者の職場適応促進

ツール等を活用したアセ

スメントの実施 

・幕張ワークサンプル（就労支援プログラム）実績報告 

 

 

 

④ 職場見学・職場体験実習の

実施 

・相談者の要望に応じ、職場見学の同行支援を実施 

・企業等見学件数：11 件／職場体験実習件数：23 件 

⑤ 履歴書・職務経歴書の作成支

援や面接練習・面接同行支援 

・履歴書及び職務経歴書の作成支援 

・模擬面接支援：1 件／面接同行支援：7 件 

（3） 企業や関係機関との連絡及び調整（相談支援課） 

【事業区分】 

☐ 自主事業 ☐ 補助事業  受託事業 ☐ その他 

 項 目 内 容 

① 職場巡回（定着支援）によ

る就労状況の把握と調整 

・定期的な職場巡回（771 件）を行い、課題の抽出、体

調管理及び目標設定等のサポートを実施 

・企業からの依頼に基づき、通院同行（23 件）・通勤支

援（1 件）を実施 

② 電話等による就労状況の

把握と調整 

・雇用状況の確認や相談（新規雇用相談含む） 

・関係機関との連携サポート 

・オンライン面談を実施：52 回 

③ 企業や支援機関等からの

相談受付と支援 

・随時相談対応をし、訪問等で支援内容の方向性を定め

支援を実施 

④ ハローワークとの連携 ・登録者の雇用定着状況、就職相談 

チーム支援会議（年 12 回実施）情報交換会（年 6 回実施） 

・職場開拓の同行 

⑤ 自立支援協議会の参加 ・しごと部会等随時参加 

⑥ 就労関係機関連絡会議の開催 ・令和 4 年 11 月 25 日（金）（報告：西友サービス） 

（4）就労者への支援（相談支援課） 

【事業区分】 

☐ 自主事業 ☐ 補助事業  受託事業 ☐ その他 

 項 目 内 容 

① 職場定着への相談・支援及

び就労状況の把握と調整 

 

 

・定期的な職場巡回を行い、課題の抽出、体調管理、目

標設定等のサポート及び個別面談対応等を実施 

・随時雇用継続の為の生活リズムの構築や余暇に関す

る相談対応（関係機関の情報提供等） 

 

 

 

令和 4 年度 令和 3 年度 

11 名(21 回) 16 名(24 回) 

 

令和 4 年度 令和 3 年度 

4,565 件 3,980 件 
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② 電話や面談等による就労状

況の把握と調整 

 

 

・雇用状況の確認や相談（転職・退職・訓練相談含む） 

・関係機関との連携サポートの構築確認等 

 

 

 

③ 余暇に関する相談・情報提供 ・随時雇用継続の為の生活リズムの構築に関する相談

対応（関係機関の情報提供等） 

 

3．コミュニケーション支援事業 （所沢市手話通訳・要約筆記派遣事務所） 

【決算額：28,199 千円】 

地域生活支援事業の一つとして、聴覚障がい者等意思疎通を図ることに支障がある方へ

の支援として、手話通訳者、要約筆記者の派遣を行いました。会議や講演会、イベント等

の通訳申請も徐々にコロナ禍前に戻り、派遣件数が増加しました。要約筆記は個人からの

ノートテイクの通訳申請が増加傾向です。担い手となる要約筆記者の資格試験対策講義は

大変効果的で、多数の合格者が出ました。 

その他、ホームページでの手話動画の追加や「緊急連絡カード」を聴覚障がい者に配布

する取り組みを行いました。 

（1） 手話通訳者・要約筆記者（手書き・パソコン）の派遣（相談支援課） 

【事業区分】 

☐ 自主事業 ☐ 補助事業  受託事業 ☐ その他 

 項 目 内 容 

① 利用者の申請に応じた情

報保障 

・申請に応じて手話通訳者、要約筆記者を派遣 

【所沢市登録通訳者数】 

 

 

 

 

【通訳派遣実績】 

・月平均 202 件 

・内訳：手話通訳 79 件、要約筆記 8 件、電話通訳 38 件、来所相談 77 件 

・土日の会議やイベントを含む団体派遣が増加 

・事務所内における来所者相談の件数が大幅に増加 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年度 令和 3 年度 

3,778 件 3,260 件 

 

 令和 4 年度 令和 3 年度 

手話通訳者 30 名 31 名 

要約筆記者 14 名 15 名 
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② 登録手話通訳者及び登録

要約筆記者を対象とした

研修会の実施 

・現任者対象に資質の維持・向上を目的に研修会を実施 

 

 

 

 

 

 

 

※要約筆記者研修会はオンラインでの開催 

③ 安定した人材確保のため

の養成講習会の開催 

【手話講習会通訳者養成課程】（全 40 回） 

・期間：令和 4 年 4 月 27 日（水）～令和 5 年 3 月 1 日（水） 

・受講者：7 名 

【要約筆記者養成講習会（手書き課程）後期】（全 21 回） 

・期間：令和 4 年 4 月 8 日（金）～令和 5 年 1 月 20 日（金） 

・受講者：19 名 

【全国統一要約筆記者認定試験対策講義】（全 5 回） 

・開催日：令和 4 年 12 月 23 日（金） 

令和 5 年 1 月 6 日・20 日（金） 

令和 5 年 2 月 3 日・10 日（金） 

・受講者：21 名 

【登録手話通訳者選考試験】 

・開催日：令和 5 年 3 月 4 日（土）、19 日（日） 

・申込者：5 名 ・合格者：1 名 

【登録要約筆記者選考試験】 

・開催日：令和 5 年 2 月 19 日（日）、3 月 25 日（土） 

・申込者：21 名 ・合格者：9 名  

 令和 4 年度 令和 3 年度 

手話通訳 個人派遣 818 件 805 件 

団体派遣 125 件 58 件 

① 小計 943 件 863 件 

要約筆記 個人派遣 47 件 24 件 

団体派遣 49 件  16 件 

 ② 小計 96 件 40 件 

事務所内 電話通訳   458 件 545 件 

来所相談   926 件 730 件 

③ 小計 1384 件 1275 件 

①+②+③ 合計  2423 件 2178 件 

 

 開催日 出席者数 

手話通訳者研修会 令和 4 年 6 月 21 日（火） 13 名 

要約筆記者研修会 令和 4 年 7 月 26 日（火） 7 名 

要約筆記者研修会 令和 4 年 9 月 29 日（木） 7 名 

手話通訳者研修会 令和 4 年 10 月 18 日（火） 8 名 

要約筆記者研修会 令和 4 年 11 月 29 日（火） 6 名 
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（2） 聴覚障がい者の自立・社会参加の促進（相談支援課） 

【事業区分】 

☐ 自主事業 ☐ 補助事業  受託事業 ☐ その他  

項 目 内 容 

① 聴覚障がい者の自立、社会

参加の促進 

【中途失聴者や難聴者のための手話講座】（全 18 回） 

・期間：令和 4 年 6 月 30 日（木）～令和 5 年 3 月 16 日（木） 

・受講者：10 名 

（3） 市民への啓発（相談支援課） 

【事業区分】 

☐ 自主事業 ☐ 補助事業  受託事業 ☐ その他 

 項 目 内 容 

① 多くの理解者・支援者を得

るため、市民向けの講習会

の実施 

〇手話奉仕員養成講習会（入門・基礎・上級） 

【手話講習会入門課程】午前（全 16 回） 

・期間：令和 4 年 7 月 13 日（水）～令和 5 年 3 月 8 日（水） 

・受講者：15 名 

【手話講習会入門課程】夜間（全 16 回） 

・期間：令和 4 年 7 月 13 日（水）～令和 5 年 3 月 8 日（水） 

・受講者：16 名 

【手話講習会基礎課程】（全 37 回） 

・期間：令和 4 年 6 月 1 日（水）～令和 5 年 3 月 22 日（水） 

・受講者：15 名 

【手話講習会上級課程】（全 32 回） 

・期間：令和 4 年 5 月 25 日（水）～令和 5 年 3 月 15 日（水） 

・受講者：7 名 

【点訳ボランティア養成講習会中級】（全 15 回） 

・期間：令和 4 年 5 月 31 日（火）～令和 4 年 12 月 20 日（火） 

・受講者：4 名 

【音訳ボランティア養成講習会】（全 15 回） 

・期間：令和 4 年 7 月 5 日（火）～令和 5 年 1 月 24 日（火） 

・受講者：17 名 

（4） 当事者・登録通訳者・関係団体との連携強化（相談支援課） 

【事業区分】 

☐ 自主事業 ☐ 補助事業  受託事業 ☐ その他 

 項 目 内 容 

① 当事者・登録通訳者・関係

団体との連携強化 

・利用者（聴覚障がい者）、登録手話通訳者、登録要約 

筆記者と懇談会を開催し、意見交換・情報共有 

・利用者懇談会にて「緊急連絡カード」を配布 
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・所沢市コミュニケーション支援事業連絡会 

 派遣や養成などコミュニケーション支援事業に関する

事項について各関係機関から選出された委員と協議、

意見交換の場として年 4 回開催 

 （構成委員：12 名（所沢市聴覚障害者協会、所沢市登

録手話通訳者連絡会、所沢市登録要約筆記者連絡会、

所沢手話サークル、要約筆記「つくし」）） 

【第 1 回】令和 4 年 5 月 30 日（月） 

【第 2 回】令和 4 年 9 月 12 日（月） 

【第 3 回】令和 4 年 12 月 19 日（月） 

【第 4 回】令和 5 年 3 月 20 日（月） 

② その他 ・ホームページ内の動画を更新 

・「派遣事務所だより」発行（7 月、11 月） 

・聴覚障がい者に「緊急連絡カード」を配布 

・登録通訳者に不織布マスク 5 枚を支給 

・希望者に透明ウィンドウマスクを支給 

・派遣事務所チラシに QR コードを記載 

・出前講座、事業説明 4 回 

①令和 4 年 6 月 20 日（月）東電パートナーズ株式会社 15 名 

②令和 4 年 10 月 13 日（木）市役所新任職員研修 92 名 

③令和 4 年 10 月 24 日（月）並木小学校 3 学年 41 名 

④令和 4 年 10 月 31 日（月）さんさん会 26 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 開催日 出席者数 

利用者懇談会 令和 4 年 6 月 11 日（土） 18 名 

手話通訳者懇談会 令和 4 年 7 月 22 日（金） 7 名 

要約筆記者懇談会 令和 4 年８月 24 日（水） 7 名 
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4．障害者相談支援事業 （ところざわ障がい者相談支援センター） 

【決算額：36,288 千円】 

基幹相談支援センターでは、障がい児者の総合相談窓口として、障がい種別問わず地域

で生活している障がい児者に関する多くの相談を受けています。こどもや養育能力が不安

定な家庭に関する相談ケースが増加傾向で、不登校や学齢期の精神保健等に関する相談件

数が増加傾向にあります。障がい福祉サービスだけなく、学校や医療機関、児童相談所や

こども相談センター等の行政機関等と連携して支援しました。 

 所沢市自立支援協議会では地域の障がい福祉サービスの質の向上や、人材育成への取り

組みを強化しました。 

（1） 基幹相談センター（相談支援課） 

【事業区分】 

☐ 自主事業 ☐ 補助事業  受託事業 ☐ その他 

 項 目 内 容 

① 総合的・専門的な相談支援 ・障がいの種別、年齢にかかわらず、総合的な相談を行

い、地域の相談機関と連携、専門機関へ紹介 

（新規相談件数） 

 

 

・基幹相談支援センターの周知が進み、相談経路も当事

者やその家族だけではなく、地域住民や支援団体、事

業所、学校、医療機関等多岐にわたる 

・障がい者の重度化、高齢化が進む一方で学齢期の児童 

に関する相談が増加。家庭・教育・福祉だけでなく保

健・医療など様々な機関との連携が求められている 

② 地域移行・地域定着 ・長期間、入院されている方や施設に入所されている方

の地域生活の実現に向けた支援を実施 

（相談や関連する会議への参加件数） 

 

 

 

・医療観察法により他県の精神科病院に入院中の精神障

がい者に関する地域移行、障がい者支援施設利用の軽

度知的障がい者、秩父学園入所中の障がい児の 18 歳

以降の移行を希望している相談等に対応 

③ 地域の相談支援体制の強

化 

（相談や関連する会議への参加件数） 

 

 

 

令和 4 年度 令和 3 年度 

194 件 218 件 

 

令和 4 年度 令和 3 年度 

15 件 20 件 

 

令和 4 年度 令和 3 年度 

182 件 111 件 
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・相談支援部会では相談支援専門員が一人で運営してい

る相談支援事業所をフォローアップする機会として相

談会を開催 

・相談支援従事者初任者研修について、2 名の職員が研

修講師として研修の運営に協力 

・相談支援専門員と所沢市のケースワーカーを対象にし

た研修の企画・実施 

・相談支援従事者向けの研修として筑波大学の小澤教授

を講師に招き研修を実施 

④ 権利擁護・虐待防止 ・障がい者虐待防止センターの窓口を併設し、虐待の防

止や早期解決のための支援を実施 

（障がい者虐待通報件数） 

 

 

 

 

 

 

・傾向：警察から行政に対して対応済の虐待通報が増加。

多くは家族や同居人による精神障がい者等への暴力行

為等で、コアメンバー会議を実施し継続支援の必要性

について検討。多くは一時的な家族間の諍いと確認し

終結している 

⑤ 自立支援協議会の運営 （定例会） 

【第 1 回】令和 4 年 5 月 17 日（火） 

【第 2 回】令和 4 年 12 月 21 日（水） 

（実務者会議）計 12 回 

【主な内容】 

・各部会の開催について 

・令和 5 年度自立支援協議会部会構成など 

・権利擁護委員会（障がい者虐待に関する協議） 

・障害者差別解消地域支援協議会 

（相談支援部会） 計 28 回 

【主な内容】 

・各法人における相談支援事業の理解促進 

・活用できる地域資源(フォーマル・インフォーマル) 

・ライフステージを横断した相談支援の課題 

・委託相談支援事業所を中心としたグループミーティングへの参加 

・相談支援従事者初任者フォローアップ研修の開催 

・グループスーパービジョンに関する研修 

新規通報件数 49 件 

前年度からの継続支援件数 2 件 

コアメンバー会議 49 回実施 

訪問調査 11 回実施 

支援会議 21 回実施 
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（くらし・研修部会）計 16 回 

【主な内容】 

・委員における地域課題抽出のための協議 

・グループホーム等連絡会議の開催 

・研修員会の組織化と地域の人材育成とサービスの質の

向上を目的とした研修の企画運営 

・研修開催(障害者虐待研修の動画配信、サービス種別横断研修) 

（しごと部会）計 11 回 

【主な内容】 

・就労継続支援 B 型事業所と就労移行支援事業所によ

るグループ協議（課題抽出） 

（こころ部会）計 15 回 

【主な内容】 

・精神障がいに対応した地域包括ケアシステム構築に関

する協議（委員のみでの協議と精神保健関係機関を含

めた協議を隔月開催） 

（こども部会）計 11 回 

【主な内容】 

・家庭・福祉・教育の連携強化を図るためのトライアン

グルプロジェクトを地域で実践していくための協議を

実施。結果については学校教育課の協力のもと市内小

中学校の校長会で周知啓発。 

・ライフステージの切れ目の支援の連携強化 

・学校の教員向けに放課後等デイサービス事業所見学会

を実施 

⑥ 地域生活支援拠点 

（緊急相談支援事業） 

・日中、夜間、休日における障がい者の緊急相談に対応 

（緊急相談支援件数） 

 

 

 

（主な相談内容） 

・同居家族の体調不良による緊急短期入所を調整 

・連絡が取れない利用者の安否確認対応等 

 

 

 

 

 

令和 4 年度 令和 3 年度 

5 件 7 件 
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（2） 指定特定相談支援事業所及び指定障害児相談支援事業所（相談支援課） 

【事業区分】 

 自主事業 ☐ 補助事業 ☐ 受託事業 ☐ その他 

 

 項 目 内 容 

① 計画相談支援 ・サービス等利用計画についての相談及び作成等の支援

が必要な方へ、障がいのある方（児童含む）の自立し

た生活を支え、課題の解決や適切なサービス利用に向

けて、ケアマネジメントにより、きめ細かい支援を 

実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規相談 18 人 

継続相談人数 380 人 

継続相談件数 4,572 件 
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5．所沢地域包括支援センター事業  

【決算額：50,446 千円】 

高齢者が住み慣れた自宅や地域の中で安心して暮らし続けられるよう、「自助、互助、共

助、公助」の仕組みに基づいて効果的に提供される『地域包括ケアシステム』の構築を推

進しました。 

（1） 地域支援事業（地域福祉推進課） 

【事業区分】 

☐ 自主事業 ☐ 補助事業  受託事業 ☐ その他 

 項 目 内 容 

① 包括的・継続的ケアマネジ

メント支援事業 

【総合相談】 

・主治医、ケアマネジャー及びその他の社会資源と協働 

して相談に応じ、支援を実施 

 

 

 

・ケアマネジャー情報交換会  

地域包括ケアシステム構築に向け、ケアマネジャー・

介護保険サービス事業所との連携強化・協力体制をつ

くるよう開催 

【第1回】令和4年5月18日（水） 

【第2回】令和4年9月21日（水） 

【第3回】令和5年1月18日（水） 

【主な内容】 

令和3年度事業報告、トコろんおかえりQR、介護保険

訪問介護自費対応事業所一覧、CSWの取り組み等 

② 介護予防事業 a 介護予防教室（単発型） 

【第1回】令和4年4月27日（水） 

【第2回】令和4年6月1日（水） 

【第3回】令和4年6月22日（水） 

【第4回】令和4年7月20日（水） 

【第5回】令和4年10月26日（水） 

【第6回】令和4年12月2日（金） 

【第7回】令和4年12月21日（水） 

【第8回】令和5年1月18日（水） 

【第9回】令和5年2月22日（水） 

【主な内容】 

よくわかる！介護サービス、フレイル、わかりやすい

スマホ教室、悪徳商法にご用心、高齢期でも暮らしや

すい住まいのヒント、花展＆体験会などの介護予防等 

 令和 4 年度 令和 3 年度 

総合相談件数 6,940 件 6,307 件 
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③ 介護予防地域ケア活動支

援事業 

a 地域ケア会議（第 2 層協議体） 

高齢者個人に対する支援の充実と、それを支える社会

基盤の整備とを同時に進めていくため開催 

【第1回】令和4年5月18日（水） 

【第2回】令和4年9月21日（水） 

【第3回】令和5年1月18日（水） 

【主な内容】 

令和3年度事業報告、令和4年度事業計画、所沢地区防

災、トコロみまもりネット、トコろんおかえりQR、

高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施、所沢包括

の現状等 

b 地域ケア個別会議（所沢・松井ブロック） 

高齢者の自立支援に資するケアマネジメントの実現の

ため、多職種による個別課題解決を目指すために開催 

【第 1 回】令和 4 年 5 月 25 日（水） 

【第 2 回】令和 4 年 7 月 13 日（水） 

【第 3 回】令和 4 年 9 月 14 日（水） 

【第 4 回】令和 4 年 12 月 14 日（水） 

c 医療・介護連携会議（所沢・松井ブロック） 

【第 1 回】令和 4 年 6 月 22 日（水） 

【第 2 回】令和 4 年 10 月 19 日（水） 

【主な内容】 

在宅看取りの場面から考えるチーム連携、ACP(人生会

議）その人らしく最後を迎えるには等 

d 所沢市高齢者見守りネットワーク事業（トコロみまも

りネット）連絡会  

・日程：令和 4 年 9 月 21 日（水） 

・会場：中央公民館 学習室 8・9 号 

・内容：トコロみまもりネット、トコろんおかえり QR について 

④ 家族介護支援事業 ・「在宅介護者の集い」 

在宅介護者の介護の疲れを癒し、心身のリフレッシュ

と介護者同士の交流を図るため開催 

（所沢・松井ブロック開催） 

【第1回】令和4年6月14日（火） 

【第2回】令和4年11月22日（火） 

・（単独開催） 

【第1回】令和4年9月13日（火） 

【第2回】令和4年12月15日（木） 

【主な内容】 

認知症の人と家族の会の方からの体験談、福祉用具 

の使い方、生活習慣病の予防、お薬の豆知識 
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⑤ 訪問型介護予防事業 ・要介護状態になる恐れが高い高齢者宅を訪問 

合計件数：99 件 

・所沢地区民生委員・児童委員協議会と連携し、地区の

単身・高齢者世帯への「見守り訪問」を実施 

合計件数：118 件 

⑥ 介護予防 

ケアマネジメント事業 

・介護予防ケアプランを作成し、介護予防事業等が包括

的かつ効率的に実施されるよう、必要な支援を実施 

合計件数：1,917 件 

⑦ 第 2 層生活支援 

コーディネーター事業 

・第 1 層生活支援コーディネーター、関係団体と連携を

図り、地域に不足するサービスの創出等の資源開発、

関係者間のネットワーク構築、地域の支援ニーズとサ

ービス提供主体の活動のマッチング等のコーディネー

ト機能を担当 

・生活支援サービスやサロン等の地域資源の把握、地域

ケア会議やその他の会議等に出席し、情報交換を実施 

a 地域ケア会議（第2層協議体） 

【第1回】令和4年5月18日（水） 

【第2回】令和4年9月21日（水） 

【第3回】令和5年1月18日（水） 

【主な内容】 

令和3年度事業報告、令和4年度事業計画、所沢地区 

の防災、トコロみまもりネット、トコろんおかえり 

QR、高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施、所 

沢包括の現状等 

b 所沢地区相談会「とこ地区まちかど保健室」 

（所沢地域づくり協議会との共催） 

【第1回】令和4年4月27日（水） 

【第2回】令和4年6月22日（水） 

【第3回】令和4年10月26日（水） 

【第4回】令和4年12月21日（水） 

【第5回】令和5年2月22日（水） 

【主な内容】 

「よくわかる！介護サービス」、「わかりやすいスマホ       

教室」、「高齢期でも暮らしやすい住まいのヒント」、     

 「ACPってなあに？ 考えてみよう人生のしまい方」、 

 「脳の健康を守るには？」、交流会、個別相談会等 
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（2） 指定介護予防支援（地域福祉推進課） 

【事業区分】 

 自主事業 ☐ 補助事業 ☐ 受託事業 ☐ その他 

 

 項 目 内 容 

① 指定介護予防支援 ・「要支援 1・2」の利用者の依頼に基づき、介護予防サ

ービス計画を作成し、サービス提供事業者との連絡調

整等を実施 

・要支援1・2プラン：月平均数 278件 

 

 

 

 

 

6．ファミリー・サポート・センター事業  

【決算額：13,200 千円】 

小学校卒業までの子育ての援助を受けたい方（利用会員）と、援助を行いたい方（援助

会員）の相互援助活動を支援するとともに、活動を通して安心して子育てできる環境づく

りを進めました。 

また、子育てニーズの把握や困難ケース（ひとり親、病気、障がい等）への支援、子育

て関連情報の収集・発信について、CSW をはじめとした関係機関との連携を図りました。 

（1） 相互援助活動（地域福祉推進課） 

【事業区分】 

☐ 自主事業 ☐ 補助事業  受託事業 ☐ その他 

 項 目 内 容 

① 会員登録の受付 

会員相互のマッチング 

関係機関との連携 

・利用会員の登録、援助会員養成講習会を開催しての援

助会員の登録を実施 

新規登録者 援助会員 34 名、利用会員 364 名 

・相互援助活動の調整及びニーズについて、CSW やこど

も相談センター、保健師等と連携し、支援を実施 

事前打ち合わせ 389 回 

 

 

 

指定介護予防支援 令和4年度 令和3年度 

自前件数 1,917件 1,904件 

委託件数 1,416件 1,512件 

合  計 3,333件 3,416件 
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（2） 研修（地域福祉推進課） 

【事業区分】 

☐ 自主事業 ☐ 補助事業  受託事業 ☐ その他 

 項 目 内 容 

① 援助会員養成講習会 ・援助会員の養成講習会を実施（全 3 回） 

【修了者】1 回 12 名、2 回 11 名、3 回 10 名 

② 援助会員フォローアップ

講習会 

・援助活動の向上を図るための講習会を実施 

【第 1 回】 

・日時：令和 4 年 6 月 17 日（金） 

・内容：「こころやからだに問題を抱える家族のいる家 

    庭への支援について」 

・参加：49 名 

【第 2 回】 

・日時：令和 5 年 1 月 27 日（金） 

・内容：「怒ると叱るの違いを知っていますか」 

・参加：48 名 

 

（3） 広報（地域福祉推進課） 

【事業区分】 

☐ 自主事業 ☐ 補助事業  受託事業 ☐ その他 

 項 目 内 容 

① 広報・啓発活動 ・第 41 号（令和 4 年 5 月 15 日発行） 1,700 部 

・第 42 号（令和 4 年 10 月 5 日発行） 1,700 部 

② 地域・子育てイベントでの

広報活動 

・市内各児童クラブ 30 ケ所へ依頼し、チラシを配架 

・保健センター3 才児健診でのチラシを配布 

・保健センター1 才半健診でのチラシを配布 

（4） 交流（地域福祉推進課） 

【事業区分】 

 自主事業  補助事業  受託事業 ☐ その他 

 

 項 目 内 容 

① 会員相互の交流 ・ファミサポ会員交流会交流会の開催  

・日時：令和 4 年 11 月 19 日（土）14 時～16 時 

・内容：バルーンショー、ブース出店等 

・参加：144 名 
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7．生活支援体制整備事業  

【決算額：8,255 千円】 

介護保険法の地域支援事業に位置付けられた事業です。今年度は、アクティブシニアの

活動支援、デジタルディバイド解消に向けた取組みを行いました。 

様々な取り組みを CSW はじめ関係機関との連携を図りながら、地域住民とともに活動を

進めました。 

（1） 生活支援・介護予防に関する地域資源及びニーズの把握（地域福祉推進課） 

【事業区分】 

☐ 自主事業 ☐ 補助事業  受託事業  その他 

 項 目 内 容 

① コーディネート機能 ・トコロみまもりネット協力事業所のトコまっぷ情報

登録を促進（新規登録：㈱タカヤマ） 

・高齢者スマホ教室を実施（各包括圏域 全 14 回） 

・高齢者スマホサポーター養成講座を実施（全 2 回） 

② 地域ケア代表者会議 

（第 1 層協議体） 

・令和 4 年 10 月 12 日（水） 

内容：「地域で解決したい情報格差」 

・令和 5 年 2 月 21 日（火） 

内容：「地域住民と民間企業による地域資源の創出に向けて」 

③ 地域資源の把握及び活用 ・トコまっぷバージョンアップに向けたカテゴリ整理

を実施 

・所沢市「介護保険訪問介護自費対応事業所一覧表」使

用アンケートを令和 4 年 7 月に訪問介護事業所、令

和 4 年 12 月に居宅介護支援事業所に実施 

④ 広報・啓発活動 ・SC 通信を発行（年 2 回） 

 令和 4 年 9 月発行「民間企業との連携について」 

 令和 5 年 1 月発行「第 1 層生活支援コーディネータ

ーの取り組み内容について」 

・出前講座、シニアアカデミー、市民大学、地域ケア会

議等において事業を周知 

⑤ 第 2 層 SC との連携 

及び情報共有 

・第 2 層 SC 連絡会を開催し情報共有 

（偶数月第 4 木曜日 全 6 回） 
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8．認知症サポーター養成事業  

【決算額：1,397 千円】 

認知症を正しく理解し、認知症の方やその家族を地域で見守り、支える「認知症サポー

ター」を養成しました。認知症になっても住み慣れた地域で自分らしく暮らしていける地

域をめざし、地域やグループ、学校、企業等に養成講座の受講の働きかけを行いました。 

（1） 認知症サポーター養成事業の実施（地域福祉推進課） 

【事業区分】 

☐ 自主事業 ☐ 補助事業  受託事業 ☐ その他 

 項 目 内 容 

① キャラバン・メイト調整 ・依頼に基づき講師（キャラバンメイト）の調整・派遣 

② 常設型講座開催 ・認知症サポーター養成講座の開催 

【第 1 回】 

・日時：令和 4 年 8 月 31 日（水） 

・参加者：49 名 

【第 2 回】 

・日時：令和 5 年 2 月 22 日（水） 

・参加者 48 名 

③ キャラバン・メイトのフ

ォローアップ 

・キャラバン・メイトの活動意向について調査を実施

（年 1 回） 

・認知症地域支援推進員と連携 

④ 養成講座開催回数及び受

講者数 

・延べ 38 回開催、受講者総数 1,280 名 
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Ⅵ 埼玉県社会福祉協議会委託事業 

■主な財源： 県社協受託金、自主財源 

 

1．生活福祉資金貸付事業  

【決算額：21,758 千円】 

資金の貸付を受けようとする低所得世帯や障がい者・高齢者世帯に対して、相談支援を

行い、資金の貸付を受けた人（借受人）に対する支援、償還に関する相談等を行いました。

実施にあたっては、埼玉県社会福祉協議会や民生委員、生活困窮者自立相談支援事業等の

関係機関と連携、連絡、調整等を行い、家計改善支援事業のサポート等を含め、借受人の

自立に向けた継続的な支援を行いました。特例貸付終了後は本則貸付の相談が急増し、貸

付対象とならない相談者に対し自立に向けた相談支援を行いました。 

（1） 貸付内容（相談支援課） 

【事業区分】 

☐ 自主事業 ☐ 補助事業  受託事業 ☐ その他 

 項 目 内 容 

① 総合支援資金の相談、手続き 

・生活支援費 

・住宅入居費 

・一時生活再建費 

・失業者等、生活の立て直しのため自立相談支援機関

と連携し、生活費等一時的な資金を必要とし、且つ貸

付により自立が見込まれる世帯へ貸付相談を実施 

・生活福祉資金特例貸付申請の対象となる相談者が多

く、情報提供を実施 

 

 

 

 

② 福祉資金の相談、手続き ・日常生活を送る上で、又は自立生活に資するために

一時的に必要であると見込まれる費用の貸付支援 

 

 

 

 

 

③ 教育支援資金の相談、手続き ・低所得者世帯に対して、高等学校、高等専門学校、短

期大学、大学の就学に必要な経費の貸付支援 

 

 

 

 

資金区分別 

貸付決定件数 
令和 4 年度 令和 3 年度 

総合支援資金  0 件 0 件 

 

資金区分別 

貸付決定件数 
令和 4 年度 令和 3 年度 

教育支援資金 3 件 9 件 

 

資金区分別 

貸付決定件数 
令和 4 年度 令和 3 年度 

福祉費 2 件 8 件 

緊急小口資金 2 件 2 件 
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④ 不動産担保型生活資金の相

談、手続き 

・一定の居住用不動産を有し、将来にわたりその住居

に住み続けることを希望している高齢者世帯、要保

護の高齢者世帯に対して相談支援 

 

 

 

 

 

⑤ 臨時特例つなぎ資金の相

談、手続き 

・住居のない離職者に対する一時的な生活費の貸付相

談があったが、生活福祉資金特例貸付の対象となる

ため情報提供で対応 

 

 

 

 

 

⑥ 生活福祉資金特例貸付の相

談、手続き 

・緊急小口資金特例貸付 

・総合支援資金特例貸付 

 

・新型コロナウイルス感染症による休業や失業により

一時的または継続的に収入が減少した世帯に対する

貸付支援 

・緊急小口資金特例貸付（1 回のみ）により、緊急かつ

一時的な生計維持のための貸付を必要とする世帯に

対して貸付を実施 

 貸付上限額：20 万円以内 

・総合支援資金特例貸付により、日常生活が困難で生

活再建までの間に必要な生活費用の貸付を実施 

 貸付上限額：（単身世帯）月 15 万円以内 

      ：（複数世帯）月 20 万円以内 

・相談室 2 号を事務スペースとし、派遣職員 4 名体制

で実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資金区分別 

貸付決定件数 
令和 4 年度 令和 3 年度 

不動産担保型

生活資金 
0 件 1 件 

 

資金区分 

貸付決定件数 
令和 4 年度 令和 3 年度 

臨時特例つな

ぎ資金 
0 件 0 件 

 

 

 

 

資金区分 
令和 4 年度件数 

（）内令和 3 年度 
貸付決定金額 

緊急小口資金 
331 件 

（1,144 件） 
63,830,000 円 

総合支援資金 

（初回・延長込） 

327 件 

（1,385 件） 
168,510,000 円 
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  ・特例貸付償還について 

 償還完了 

 

 

 

 

 

 

 

償還面免除・猶予 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資金区分 償還免除 償還猶予 

緊急小口資金 1,305 件 252,470,000 円 412 件 77,590,000 円 

総合支援資金 1,091 件 574,090,000 円 337 件 180,470,000 円 

合計 2,396 件 826,560,000 円 749 件 258,060,000 円 

 

 令和４年度 令和 3 年度 

緊急小口資金 44 件 8,500,000 円 10 件 1,800,000 円 

総合支援資金 12 件 7,350,000 円 0 件 0 円 

再貸付 2 件 1,200,000 円 0 件 0 円 

合計 58 件 17,050,000 円  1,800,000 円 
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2．日常生活自立支援事業  

【決算額：9,706 千円】 

認知症高齢者、知的障がい者、精神障がい者等のうち判断能力が十分でない方が地域に

おいて自立した生活が送れるよう、利用者との契約に基づき、福祉サービスの利用援助等

を行いました。感染症対策を行いながら、訪問による支援を行いました。利用者死去等に

より 9 件契約終了となった一方、地域の関係機関団体と連携し、8 件の新規契約を行いま

した。また、契約終了者の内 2 件は成年後見へ移行しました。 

（1） 福祉サービス利用援助（相談支援課） 

【事業区分】 

 自主事業 ☐ 補助事業  受託事業 ☐ その他 

 項 目 内 容 

① 福祉サービス利用援助 ・定期的に訪問し、福祉サービス等の内容や利用の仕

方についての相談に対応 

 

 

 

 

② 日常生活上の手続き援助 ・郵便物の整理やその内容を分かりやすく説明 

・市役所等で行う手続きを援助 

・その他、日常生活に必要な手続きの相談に対応 

 

 

 

③ 日常的金銭管理 ・生活費のお届けや福祉サービス利用料、税金、医療費 

等の支払い、年金、給与、福祉手当等の受領等を援助 

  

 

 

④ 書類預かりサービス ・年金証書や預貯金の通帳、保険証書等を本会が契約 

している金融金庫の貸金庫に保管 

 

 

 

 

 

 

 令和 4 年度 令和 3 年度 

利用者数（3 月末） 38 人 39 人 

相談延べ件数 2,272 件 2,483 件 

 

 令和 4 年度 令和 3 年度 

援助延べ件数 2,085 件 2,294 件 

 

 令和 4 年度 令和 3 年度 

援助延べ件数 708 件 635 件 

 

 令和 4 年度 令和 3 年度 

利用者数（3 月末） 1 件  2 件 
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（2） その他（相談支援課） 

【事業区分】 

☐ 自主事業 ☐ 補助事業  受託事業 ☐ その他 

 項 目 内 容 

① 生活支援員の配置 ・令和 4 年度（3 月末） 委嘱者数：11 名（実働 11 人） 

 令和 4 年度中に 4 名が退職となり、新たに 5 名を委

嘱 

② 研修の実施 ・専門員や生活支援員の支援の質を高めるためのスキ

ルアップ研修を実施 

【生活支援員研修】 

①独自研修 

・日時：令和 4 年 7 月 26 日（火） 

・会場：所沢市こどもと福祉の未来館 3 階社協会議室 

・内容：専門員および生活支援員の役割と業務の進め方 

・参加者：6 名 

②県社協による研修（DVD 研修） 

 （法人後見支援員との合同研修） 

・日時：令和 5 年 3 月 14 日（火） 

・会場：所沢市こどもと福祉の未来館 3 階社協会議室 

・内容：障がい福祉サービスについての基礎知識 

・参加者：7 名（生活支援員） 

③ 関係機関との連携 ・成年後見事業や生活困窮者自立相談支援事業等関連

する事業や関係機関との連携を随時実施 

④ 出前講座の実施・広報 ・成年後見事業の出前講座において事業を周知 

⑤ 広報 ・成年後見事業の講演会、勉強会において事業を周知 
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Ⅶ 成年後見事業 

■主な財源： 市受託金、愛の福祉基金運用、自主財源、後見報酬 

 

1．成年後見事業  

【決算額：14,757 千円】 

判断能力が十分でない方に対し、本会が法人後見として成年後見人等となって、安心し

て日常生活が送れるように支援しました。また、制度に関する相談、講演会等を実施し、

啓発についても取り組みました。 

新型コロナウイルス感染拡大に伴い、感染予防のため、状況を確認しながら被後見人等

への訪問を調整し、また、研修会等の参加人数にも上限を設ける等の配慮をしました。 

令和 4 年 6 月から所沢市成年後見センターとして活動を開始し、市とも連携して中核機

関の役割を担いました。 

（1） 法人後見業務の実施（相談支援課） 

【事業区分】 

 自主事業 ☐ 補助事業 ☐ 受託事業 ☐ その他 

 項 目 内 容 

① 法人後見業務運営委員会

の開催 

・法人後見実施に関する審議、助言、協議 4 回開催 

【第 1 回】 

・日時：令和 4 年 5 月 26 日（木） 

・会場：所沢市こどもと福祉の未来館 3 階多目的室 3 号 

・内容：委員委嘱、講義、受任者状況説明 

【第 2 回】 

・日時：令和 4 年 7 月 28 日（木） 

・会場：所沢市こどもと福祉の未来館 1 階多目的室 2 号 

・内容：新規ケースの受任に関する審議（2 件）、 

受任対象者の経過報告 

【第 3 回】 

・日時：令和 4 年 11 月 24 日（木） 

・会場：所沢市こどもと福祉の未来館 1 階多目的室 2 号 

・内容：新規ケースの受任に関する審議（1 件） 

受任対象者の経過報告 

【第 4 回】 

・日時：令和 5 年 1 月 26 日（木） 

・会場：所沢市こどもと福祉の未来館 1 階多目的室 2 号 

・内容：新規委員委嘱状交付 

受任対象者の経過報告 

【第 5 回】中止（審議案件が取下げとなったため） 
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② 後見活動の実施 ・現在の受任者数 7 人 

・累計受任件数：16 件 

・死亡等に伴う累計終了件数：8 件 

・後見監督：1 件 

➂ 後見監督業務の実施 【第 1 回】令和 4 年 6 月 14 日（火） 

【第 2 回】令和 4 年 9 月 28 日（水） 

【第 3 回】令和 4 年 12 月 26 日（月） 

【第 4 回】令和 5 年 3 月 13 日（月） 

・場所：福祉の相談窓口内 

・内容：年間報告書（家庭裁判所提出用）作成 

被後見人の預金通帳原本の内容確認、活動報告

書受け取り 

④ 家庭裁判所への報告・相談 ・被後見人等 1 人当たり原則として年 1 回の報告を実施 

・令和 5 年 3 月 20 日（月） 

 市民後見人に対する監督業務の報告書を市民後見人の

後見報告書とともに提出 

（2） 成年後見推進事業（相談支援課） 

【事業区分】 

☐ 自主事業 ☐ 補助事業  受託事業 ☐ その他 

 項 目 内 容 

➀ 成年後見制度の周知啓発

の実施 

・制度及び相談に関するリーフレットを作成し、地域福 

祉センター等関係機関及び研修会・講座等で配布 

・各地区民生委員・児童委員協議会へチラシを持参し、 

定例会にて相談先等について説明 

【出前講座】（7 回実施） 

・令和 4 年 6 月 3 日（金）  参加 41 名 

・令和 4 年 6 月 16 日（木） 参加 11 名 

・令和 4 年 6 月 20 日（月） 参加 6 名 

・令和 4 年 10 月 22 日（土） 参加 47 名 

・令和 4 年 10 月 24 日（月） 参加 37 名 

・令和 4 年 11 月 24 日（木） 参加 10 名 

・令和 5 年 2 月 21 日（火）  参加 10 名 
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  【実務者研修会 基礎編】「成年後見制度の概要」 

・日時：令和 4 年 8 月 5 日（金） 

・会場：所沢市こどもと福祉の未来館 1 階多目的室 1・2 号 

・講師：成年後見センター・リーガルサポート 

埼玉支部 熊坂康裕氏（司法書士） 

・内容：適切な制度利用促進のため、市内福祉従事者（初 

任者）を対象に、制度の概要や後見業務を解説 

・参加：20 名 

【実務者研修会 応用編】「成年後見人等情報交換会」 

・日時：令和 5 年 1 月 31 日（火） 

・会場：所沢市こどもと福祉の未来館 1 階多目的室 1・2 号 

・講師：所沢市高齢者支援課職員 

・内容：市長申立について、情報交換会 

・参加：41 名 

【成年後見ミニ講座】（2 回実施） 

・令和 4 年 8 月 26 日（金） 参加 16 名 

・令和 4 年 8 月 30 日（火） 参加 19 名 

【成年後見制度の啓発講演会】「成年後見制度のいろは」 

・日時：令和 4 年 10 月 7 日（金） 

・会場：所沢市こどもと福祉の未来館 1 階多目的室 1・2 号 

・講師：埼玉弁護士会 弁護士 藤川久之氏 

・参加：一般市民・福祉関係者 58 名 

【パネル展】 

・日時：令和 4 年 9 月 26 日（月）～10 月 7 日（金） 

・場所：所沢市こどもと福祉の未来館 1 階ガレリア 

【学習会】（3 回実施） 

・令和 4 年 11 月 2 日（水） 参加 3 名 

・令和 4 年 11 月 9 日（水） 参加 5 名 

・令和 4 年 11 月 18 日（金） 参加 10 名 
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② 法人後見推進のための 

法人後見実施団体による

意見交換会 

・法人後見を実施している市内の団体が、後見業務の課

題の検討、情報共有をすることで円滑に法人後見が行

えるよう意見交換会を実施 

【第 1 回法人後見に関する情報交換会】 

・日時：令和 4 年 9 月 29 日（木） 

・会場：所沢市こどもと福祉の未来館 1 階多目的室 2 号 

・内容：①講義「所沢市における中核機関について」 

講師 所沢市福祉部地域福祉センター職員 

②紹介 

「所沢市成年後見センターで受けた成年

後見制度に関する相談の実例とその流れ」 

③ 親族後見人のための 

情報交換会 

・親族後見人を対象に情報交換会を実施 

【親族後見人のつどい】 

・日時：令和 4 年 10 月 29 日（土） 

・会場：所沢市こどもと福祉の未来館 3 階多目的室 3・4 号 

・講師：はなみずき法律事務所 弁護士 近藤宏一氏 

    埼玉県社会福祉士会 社会福祉士 田中満枝氏 

・参加：一般市民 10 名 

④ 成年後見制度の利用に 

関する相談 

・相談件数：令和 4 年度 相談 696 件、実働 62 件 

 （実働：関係機関との連絡調整や会議出席等） 

（令和 3 年度：518 件） 

⑤ 成年後見制度等に関して

弁護士による相談の実施 

・市民、福祉関係者、成年後見人等、法人後見実施団体

等が、制度を利用するにあたっての専門的な助言を受

けたり、実務を行う上での相談に対応（月 1 回） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施日 件数 

令和 4 年 4 月 28 日(木) 4 件 

令和 4 年 5 月 26 日(木) 4 件 

令和 4 年 6 月 23 日(木) 3 件 

令和 4 年 7 月 28 日(木) 4 件 

令和 4 年 8 月 25 日(木) 3 件 

令和 4 年 9 月 22 日(木) 3 件 

令和 4 年 10 月 27 日（木）  4 件 

令和 4 年 11 月 24 日（木） 3 件 

令和 4 年 12 月 22 日（木）  4 件 

令和 5 年 1 月 26 日（木） 3 件 

令和 5 年 2 月 16 日（木）  1 件 

令和 5 年 3 月 23 日（木） 3 件 

合計 39 件 

（令和 3 年度：40 件） 



83 

 

⑥ 市民後見人候補者の名簿

管理及び支援 

・所沢市市民後見人候補者養成講座フォローアップ研修 

市民後見人候補者養成講座修了者のうち市民後見人と

して活動を希望する者にフォローアップ研修を実施

（年 3 回） 

【第 1 回】 

・日時：令和 4 年 7 月 19 日（火） 

・会場：所沢市こどもと福祉の未来館 3 階 社協会議室 

・内容：法人後見のケース紹介 

・参加者：6 名 

【第 2 回】 

・日時：令和 4 年 11 月 22 日（火） 

・会場：所沢市こどもと福祉の未来館 3 階多目的室 4 号 

・内容：被後見人に損をさせない社会保障制度 

・講師：社労士成年後見センター埼玉 金子達也氏 

・参加者：8 名 

【埼玉県社協による支援員研修】DVD 研修 

（日常生活自立支援事業生活支援員との合同研修） 

・日時：令和 5 年 3 月 14 日（火） 

・会場：所沢市こどもと福祉の未来館 3 階社協会議室 

・内容：障がい福祉サービスについての基礎知識 

・参加者：名簿登載者 3 名（生活支援員等含めて 9 名） 

⑦ 市民後見人候補者の法人

後見支援員としての活用

支援 

・市民後見人候補者が実務経験を積むため、法人後見支

援員や日常生活自立支援事業の生活支援員として活動

する場を提供 

・5 人の市民後見人候補者が支援員として活動 

⑧ 市民後見人の推薦 ・推薦 0 名 

⑨ 市民後見人候補者 

意向確認 

・本年度の名簿登載者 12 名と面談し、令和 5 年度の名

簿登載の意向を確認。9 名が名簿登載を希望 

（令和 5 年 2 月 20 日～3 月 30 日に面談実施） 

⑩ 中核機関設立準備及び 

運営 

・所沢市成年後見センターを開設 

令和 4 年 6 月 1 日より 

・所沢市地域福祉センターとの打ち合わせ 11 回実施 
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Ⅷ 福祉の相談窓口 

■主な財源：市受託金 
 

1．福祉の相談窓口の対応 

所沢市こどもと福祉の未来館 1 階の福祉の相談窓口内にある生活困窮者自立相談支援事

業（P48）、就労支援事業（P57）、コミュニケーション支援事業（P59）、障害者相談支援事

業（P63）、成年後見事業（P79）において、来館された方や電話等で相談があった方の様々

な生活課題をワンストップで受け止め、地域の関係機関と連携して解決に向け取り組みま

した。総合相談機能の向上をめざし、令和 3 年度に引き続き未来館内本会事業の部門間連

携会議を開催し、事例を通じた相談支援のあり方の検討や職員の相談支援技術を高めるた

めの研修を進めました。 

令和 4 年度は生活福祉資金特例貸付や生活困窮者自立支援金制度が順次終了したことに

伴い、令和 3 年度と比較し来所者が減少しましたが、コロナ禍前の令和元年度と比較する

と約 2,400 名の増加となりました。 

（1） 福祉の相談窓口の対応（相談支援課） 

【事業区分】 

☐ 自主事業 ☐ 補助事業  受託事業 ☐ その他 

 項 目 内 容 

① 福祉の相談窓口 

（来所者数） 

・CSW や各部署、関係機関と連携し対応 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和 4 年度 令和 3 年度 

来所者数 11,850 名 13,385 名 
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Ⅸ 収益事業 

■主な財源：収益事業収入 
 

1．収益事業 

【決算額：20,797 千円】 

企画総務課斎場売店職員の人件費含む 

本会の実施する地域福祉推進に関する事業の財源として、斎場売店・市民プール売店の

運営、自動販売機の設置をしています。収益増に向け課題の抽出と改善を行いましたが、

新型コロナウイルス感染症の影響もあり、収入減の状況が続いています。 

（1） 斎場売店の運営（企画総務課） 

【事業区分】 

 自主事業 ☐ 補助事業 ☐ 受託事業 ☐ その他 

 項 目 内 容 

 実績  

 

 

 

 

 

① 運営方法の見直し ・所沢市市民課との協議 

日時：令和 4 年 6 月 30 日（木）9 時～ 

②  取り扱い商品の検討 ・売上増に向けた商品を追加 

・物価高騰を受け、商品および販売価格を見直し 

③ 斎場利用状況の分析 ・経営状況について協議 

（2） 自動販売機の設置（企画総務課） 

【事業区分】 

 自主事業 ☐ 補助事業 ☐ 受託事業 ☐ その他 

 項 目 内 容 

 実績  

 

 

 

 

 

 

 

 
令和 4 年度 令和 3 年度 

売上等収入額 6,691,690 円 5,282,931 円 

仕入費等支出額 10,123,853 円 8,124,749 円 

差引後の額 △3,432,163 円 △2,841,818 円 

 

 
令和 4 年度 令和 3 年度 

販売機設置台数 85 台 88 台 

手数料等収入額 9,694,481 円 8,371,941 円 

電気料等支出額 235,885 円  2,952,602 円 

差引後の額 9,458,596 円 5,419,339 円 
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① 自動販売機の適正管理 ・不具合への即時対応 

・設置施設への聞き取り 

② ペットボトル削減の対応 ・自販機入替時に缶商品を導入 

・各自販機業者からのペットボトル削減・リサイクルに 

関する取り組みを情報収集 

③ 新たな設置先の開拓 ・現状の台数を維持 

・新たな自販機収入方策を検討 

（3） 市民プール売店の運営（企画総務課） 

【事業区分】 

 自主事業 ☐ 補助事業 ☐ 受託事業 ☐ その他 

 

 項 目 内 容 

 実績  

 

 

 

 

   

① 運営方法の見直し ・コロナ対策を講じて運営 

・売店営業時間を工夫 

② 取扱商品の検討 ・プールグッズおよび菓子類仕入先を検討 

・運営期間短縮にあわせた仕入数を調整 

・コロナ対策における個食実施を踏まえ菓子類の小袋商

品を導入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
令和 4 年度 令和 3 年度 

売上等収入額 978,658 円 0 円 

仕入費等支出額 683,767 円  0 円 

差引後の額 294,891 円 0 円 
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